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第20回

オープニングセレモニー

アトラクション

ホットポンキッキーズによる

オールディーズを中心とした

バンド演奏

交流プラザ（屋外）

●ステージ●ステージ
【多目的ホール】

【1階ロビー特設ステージ】

●バザー・展示・体験

学習情報館１階

時間
多目的

ホール

学習情報館

（１階）

学習情報館

（２階）

学習情報館

（3階）

交流プラザ

（屋外）

総合体育館

メイン・サブアリーナ

総合福祉会館

東側

 9:30～ オープニングセレモニー（交流プラザ）

10:00～
16:00

ステージ
発表

展示・体験コーナー
バザー、屋外
特設ステージ

市内の大学・専門
学校・博物館による
展示・体験コーナー

街頭献血、
休日骨髄ドナー

集団登録会特設ステージ パソコン体験

時間 内容・テーマ 団体名

  オープニング
セレモニー後

実施

元気にフラダンス！ OLI ALOHA AINA

元気キッズのヒップ
ホップダンス★

キッズダンスサークル
Duel Berry

12:30～
13:00

ブラジルダンス
「クァドリーリャ」

関市国際交流協会
ブラジルダンスチーム

時間 内容・テーマ 団体名

10:15～
10:45 大正琴の演奏 琴伝流大正琴

関孫六会
10:45～

11:15
フラのやさしさ楽しさ
を一緒に感じたいです

メレモエ フラサーク
ル 西

11:15～
11:45

ジャズ～サザンまで、
楽しく演奏します

アカ アカ ウクレレク
ラブ

11:45～
12:15 笑顔でフラダンス！ OLI ALOHA AINA

12:15～
12:45

スタジオスクエア
ダンスショーケース

スタジオスクエア
ダンスチーム

12:45～
13:15

フラのやさしさ楽しさ
を一緒に感じたいです

メレモエ フラサーク
ル 東

13:15～
13:45

笑顔でフラ♪皆さんに
元気をお届けします

ハーラウ フラ オ ア
ロヒラニ

13:45～
14:00

元気キッズの
ヒップホップダンス★

キッズダンスサークル
Duel Berry

時間 内容・テーマ 団体名

11:00～
11:30

楽しい三味線演奏を
お聞き下さい

まちかど工房 三味線
教室

11:30～
12:00

みんなで楽しむ
琴の音色！！ 箏曲研究会 長沼会

13:00～
13:30

童謡、唱歌、流行歌、
世界の名曲の合唱 スウィートエコーせき

13:30～
14:30

楽しい大正琴の演奏と
体験（体験＝14:00） 琴修会

内容・テーマ 団体名

ひとつひとつに真心込めた暖かい作品
です（縫製・木工製品など）

社会福祉法人 岐阜県福祉事
業団　岐阜県立ひまわりの丘

昼食はおいしい五目御飯にしませんか 災害ボランティア関

暖かくておいしいうどんをどうぞ 関ボランティア連絡会

沖縄の揚げ菓子サーターアンダーギー 関地区更生保護女性会

焼きそば、手作り品、不用品バザー 工房ぱおぱお

家族で作ろう、だんごの輪 こぼの会

柿と不用品をお値打ちに販売、お越し
を！ 関あいの会

世界とつながる！国際交流屋台 関市国際交流協会

広げよう、献血の輪！ 関市献血推進協議会

休日骨髄ドナー集団登録会 岐阜県関保健所

20th アニバーサリー
シールラリー実施！！

“きて みて 体験して”
素敵な景品をGETしよう！

（※なくなり次第終了）

　
生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
「
わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
」
を
活

用
し
、
学
習
団
体
が
主
体
的
に
運
営
す
る
「
第
20
回
Ｓ
Ｅ

Ｋ
Ｉ
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
2
」
を
開
催
し
ま
す
。

　「
き
て
、み
て
、体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
を
合
言
葉
に
、

56
の
団
体
が
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
学
び
の
き
っ
か

け
の
場
を
用
意
し
、
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
行
事
内
容
、
時
間
な
ど
が
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ   

　
り
ま
す
。

※
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
5
0
0
円
以
内
で
材
料
代
が
必  

　
要
な
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
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学習情報館１階

学習情報館３階

学習情報館２階

総合体育館１階

展示・体験コーナー

会場 内容・テーマ 団体名

料理実習室 親子で作ろう楽しい
おやつ作り

関市地域女性の会連
合会

創作実習室

クリスマスリースを作
ろう 関ハーブ研究会

オリジナルのスタンプ
を作ってみましょう 消しゴムスタンプの会

ギャラリー

広めよう 高めよう
桜ヶ丘の文化

桜ヶ丘ふれあいセン
ター

旭ヶ丘地区の皆様の
作品を展示

旭ヶ丘ふれあいセン
ター

あなただけの手作り
カレンダーを作ろう

関市生涯学習ボランテ
ィア･アドバイザーの会

楽しいゲーム、マンカ
ラとカロム体験！

関市レクリエーショ
ン協会

２－１研修室

楽しくかな文字に親し
み年賀状・短歌等学ぶ 毛筆かな教室

手書きの文字の楽し
さを見てください ペン習字教室 香芸会

布バックに楽しく
絵を描きましょう

トールペイントサー
クル

ハワイアン小物づく
り ナプアエコル

和　室

着物で楽しく友達づ
くり よそほひの会

小・中学生によるお
茶会、体験もできます なつめ会

男女共同参画・国際
交流コーナー付近

心豊かなふれあいの
まちづくり 千疋ふれあいセンター

会場 内容・テーマ 団体名

パソコン研修室

かんたん!!パソコンで
マイ名刺 ＰＣフレンドリー

かんたん!!パソコンで
マイ名刺

岐阜国際マイコンク
ラブ

かんたん!!パソコンで
マイ名刺

いきいきパソコン同
好会

会場 内容・テーマ 団体名

メインアリーナ

子ども航空教室
（13:00～15:00） 中日本航空専門学校

自分の健康チェック
体験 岐阜医療科学大学

サブアリーナ

チアリーディング、ヒ
ップホップダンスなど
（時間＝内容により異なる）

中部学院大学・中部
学院大学短期大学部

やさしい化石クリー
ニング体験 岐阜県博物館

内容・テーマ 団体名

可愛い木目込人形と四季の刺繍の展示 関木目込み人形と
文化刺しゅうクラブ

切り絵やってみませんか？楽しいよ！ 関切り絵同好会

関市女性連絡協議会の年間活動記録 関市女性連絡協議会

集い 学び ふれあうまちづくり 安桜ふれあいセンター

学びの輪、支えて、伝える、ふれあい
活動 倉知ふれあいセンター

はがきからの日本画 彩日本画会

自分なりの絵手紙で多くの友達をつく
ろう 関絵手紙サークル

関市の歴史地図 せきガイドグループ

空高く凧を上げよう 関 凧の会

木彫りで楽しむクリスマスとお正月 木彫グループ 萠

心豊かになる篆刻と篆書を学びましょ
う 関中印社 楽社

新しい年を紅白の花で迎えましょう 真珠の会

田原のそこ力！！ 田原ふれあいのまち
づくり推進委員会

ぼく、わたしうつってますか!? 関市社会教育視聴覚
協議会

※各コーナーの詳しい開催時間などはお尋ねください。

10：00〜16：00



◎
市
民
、
事
業
者
の
取
り
組
み

　

市
の
暴
力
団
排
除
活
動
に
協
力
し
、
暴
力
団

排
除
の
た
め
に
必
要
な
情
報
を
警
察
に
提
供
す

る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

暴
力
団
や
暴
力
団
員
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ

る
関
係
を
持
っ
た
り
、
そ
れ
ら
に
利
益
を
供
与

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

◎
市
の
取
り
組
み

　

市
は
、
市
民
、
警
察
な
ど
と
連
携
、
協
力
し

な
が
ら
暴
力
団
排
除
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

市
は
、
公
共
工
事
な
ど
の
事
務
事
業
に
お
い

て
、
暴
力
団
を
利
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
入

札
な
ど
か
ら
暴
力
団
や
暴
力
団
員
な
ど
の
排
除

を
行
い
ま
す
。

　

市
は
、
市
の
施
設
の
利
用
目
的
や
内
容
が
暴

力
団
の
活
動
や
運
営
を
助
長
す
る
と
判
断
さ
れ

る
と
き
は
、
そ
の
利
用
を
拒
否
し
ま
す
。

　

市
民
な
ど
が
行
う
暴
力
団
排
除
の
た
め
の
活

動
を
促
進
す
る
た
め
、
情
報
の
提
供
な
ど
必
要

な
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
安
心
し
て
活
動

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
警
察
と
連
携
し
安
全
の

確
保
に
配
慮
し
ま
す
。

◎
そ
の
他
の
取
り
組
み

◆
青
少
年
に
対
す
る
指
導

　

青
少
年
育
成
に
携
わ
る
人
は
、
青
少
年
が
暴

力
団
へ
加
入
す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
暴
力
団
に

よ
る
犯
罪
の
被
害
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
指
導
、
助
言
な
ど
適
切
な
措
置
を
講
ず
る

よ
う
努
め
ま
す
。

◆
祭
礼
、
花
火
大
会
な
ど
の
行
事
か
ら
の
暴
力

　
団
排
除

　

祭
礼
、
花
火
大
会
な
ど
の
主
催
者
は
、
次
の

行
為
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

▽
行
事
に
関
し
て
の
暴
力
団
の
利
用

▽
暴
力
団
員
な
ど
を
行
事
の
運
営
に
関
与
さ
せ

る
こ
と

▽
行
事
運
営
に
お
い
て
管
理
す
る
区
域
内
で
、

暴
力
団
員
な
ど
に

露
店
な
ど
を
出
さ

せ
る
こ
と

　

ま
た
、
行
事
か

ら
暴
力
団
を
排
除

す
る
た
め
、
警
察

と
緊
密
に
連
携

し
、
必
要
な
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

基
本
理
念

暴
力
団
排
除
の
取
り
組
み
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　暴力団関係情報については、どんな些細なことでもできるだけ早く、警察や暴力追放推進センター

へ相談しましょう。

　しかし、暴力団に関する情報については、その取り扱いに十分注意してください。例えば、警察に通

報した内容や警察からの情報は、不用意に他の人に話さないようにしてください。もし、情報が誤りで

あったり、誤った形で関係情報の噂が広がってしまうと、個人に対する名誉棄損や事業者に対する風

評被害に発展してしまうことも想定されますので、慎重な取り扱いをお願いします。

情報の取り扱いについての注意

情報の提供先・相談先
関警察署刑事課　☎24-0110　
岐阜県暴力追放推進センター　☎058-277-1613
同センターフリーダイヤル　☎0800-200-8930

照
会
先

総
務
管
財
課 

☎
23
―
6
8
0
2

　市
で
は
、
暴
力
団
の
排
除
に

つ
い
て
基
本
理
念
を
定
め
、
市

や
市
民
、
事
業
者
お
よ
び
警
察

な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
社
会
全
体

で
暴
力
団
の
排
除
を
推
進
す
る

た
め
「
関
市
暴
力
団
排
除
条
例
」

を
制
定
し
、
10
月
10
日
に
施
行

し
ま
し
た
。

●
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

●
暴
力
団
に
対
し
て
資
金
を

　

提
供
し
な
い

●
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

　

こ
の
３
つ
の
テ
ー
マ
（
理
念
）

に
基
づ
き
、
市
や
市
民
、
事
業

者
、
警
察
な
ど
の
関
係
機
関
お

よ
び
関
係
団
体
が
連
携
、
協
力

し
て
暴
力
団
排
除
を
推
進
し
ま

す
。



照
会
先

美
濃
加
茂
年
金
事
務
所

☎
0
5
7
4
―
25
―
8
1
8
1

05 広報せき 2012.11.15

　年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民
年
金
保
険
料
を
申
告
す
る
場
合
は
、「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
の
添
付
が
必
要
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が

所
得
税
・
市
町
村
民
税
な
ど
の
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
と
は
、
自
分
自
身
の
社

会
保
険
料（
国
民
年
金
、国
民
健
康
保
険
、健

康
保
険
、厚
生
年
金
保
険
な
ど
）
を
納
付
し

た
と
き
、ま
た
は
、配
偶
者
や
そ
の
他
の
親
族

の
負
担
す
べ
き
社
会
保
険
料
を
納
付
し
た
と

き
に
受
け
ら
れ
る
所
得
控
除
の
こ
と
で
す
。

　

申
告
で
き
る
金
額
は
、
年
間
に
納
付
し
た

社
会
保
険
料
の
金
額
（
給
与
か
ら
天
引
き
さ

れ
た
金
額
も
該
当
）
で
す
。

　

な
お
、
年
末
調
整
の
申
告
に
お
い
て
は
、

給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
社
会
保
険
料
（
健

康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
な
ど
）
は
、
事
業

所
で
一
括
し
て
計
算
し
ま
す
の
で
、
ご
自
身

が
申
告
書
に
記
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。事
業
所
が
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

ご
自
身
が
納
付
し
た
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
）
を
申
告
書
に
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続
き
で
国
民

年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申

告
す
る
場
合
は
、
今
年
１
年
間
（
１
月
１
日

～
12
月
31
日
）
に
納
付
（
納
付
見
込
み
を
含

む
）
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

平
成
17
年
３
月
に
所
得
税
法
な
ど
の
改
正

に
よ
り
、
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
社
会

保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、

納
め
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
控
除
証
明

書
や
領
収
証
書
）
の
添
付
な
ど
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
年
末
調
整
・
確
定
申
告
の
所
得
税

の
申
告
を
し
な
く
て
も
、
市
区
町
村
民
税
の

申
告
の
際
に
、
こ
の
控
除
証
明
書
が
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

生
命
保
険
会
社
な
ど
が
発
行
す
る
控
除
証

明
書
と
同
様
に
、
１
年
間
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
は

が
き
）
が
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
毎
年
11
月

初
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
大
切
に
保
管
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

証
明
内
容
は
本
年
１
月
か
ら
９
月
30
日
ま

で
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
額
と
、

年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見

込
額
で
す
。

　

納
付
忘
れ
な
ど
が
あ
る
場
合
も
、
年
内
に

納
付
す
れ
ば
、
今
年
分
の
控
除
と
し
て
申
告

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
万
が
一
、
控
除
証

明
書
を
失
く
し
て
し
ま
っ
た
方
は
再
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た
場

合
な
ど
、
10
月
１
日
以
降
に
今
年
初
め
て
保

険
料
を
納
付
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
２

月
初
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。（
平
成
24
年
中
に
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
付
し
た
方
全
員
に
こ
の
証
明
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
）

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険
者
本
人
だ

け
で
は
な
く
、
そ
の
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び

配
偶
者
も
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
は
、
そ
の
納
付
額
の
全
額
が
納
付

し
た
方
の
所
得
税
な
ど
の
控
除
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
年
末
調

整
な
ど
の
手
続
き
の
際
に
、
ご
自
身
の
社
会

保
険
料
の
額
と
合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
場
合
は
、
ご
家
族
分
の
証
明
書
も

申
告
す
る
方
の
申
告
書
に
添
付
な
ど
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
は
、
今
年
中
に

支
払
っ
た
保
険
料
の
た
め
、
今
か
ら
年
末
ま

で
に
支
払
う
保
険
料
も
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
過
去
に
滞
納
や
免
除
期
間
が
あ
る

方
も
、
年
末
ま
で
に
保
険
料
を
支
払
え
ば
、

所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る

お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

　

平
成
24
年
中
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
て
い
る
の
に
控
除
証
明
書
が
届
か
な
い
方

は
、
日
本
年
金
機
構
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

支
払
っ
た
全
額
が
所
得
控
除
の
対
象

扶
養
家
族
分
も
納
付
し
た
方
は

控
除
証
明
書
が
届
か
な
い
と
き
は

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を

毎
年
11
月
初
旬
に
送
付

過
去
に
滞
納
な
ど
が
あ
る
方
も

控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
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人事行政の運営、給与などの状況の公表
市の人事行政運営における公正性、透明性を高めるため、職員数、給与、勤務時間、勤務条件などの状況を公表します。	

2　職員の平均給与月額、初任給などの状況
(1) 職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（平成 24 年 4 月 1 日現在）

3　一般行政職の級別職員数などの状況
一般行政職の級別職員数の状況（平成 24 年 4 月 1 日現在）

4　職員の手当の状況
(1) 期末手当・勤勉手当（23 年度）

Ⅰ　職員の任免および職員数について
	1　職員数の状況		
(1) 部門別職員数の状況と主な増減理由（各年 4 月 1 日現在）

Ⅱ　職員の給与の状況について
1　総括	 	
(1) 人件費の状況（普通会計決算）

(2) 職員の採用・退職等の状況

(2) 職員の初任給の状況（平成 24 年 4 月 1 日現在）

(3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 24 年 4 月 1 日現在）

(2) 職員給与費の状況（普通会計予算）	

(3) 職員数の推移（各年 4 月 1 日現在）

(2) 退職手当（平成 24 年 4 月 1 日現在）

(3) 時間外勤務手当

( 注 ) 職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有す
　　	る休職者、派遣職員などを含み臨時または非常勤職員を除きます。

( 注 )1　各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。	
( 注 )2　職員数には教育長を含まない。

( 注 )1　給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　2　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

( 注 )1　職員手当には退職手当は含みません。	 	
　　	2　給与費は当初予算に計上された額です。	 	

( 注 ) 退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種にかか
　　		る職員に支給された平均額です。

平均給料月額=各職種の職員の基本給の平均	
平均給与月額 =給料月額と毎月支払われる扶養手当などの諸手当の額を合計したもの

照会先 職員課　☎23-6814

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 44.0歳 338,400円 386,874円

技能労務職 52.3歳 287,100円 324,885円

教　育　職 41.8歳 383,400円 448,917円

区分
関 市 国

初任給 2年後の給料 初任給

一般行政職
大学卒 172,200円 184,200円 172,200円

高校卒 140,100円 148,500円 140,100円

区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職

大学卒 252,800円 299,700円 363,800円

高校卒 205,900円
264,700円

(経験年数16年)
302,100円

区 分 採 用 者 数 退 職 者 数 転 入 者 数 転 出 者 数

H23.4.2～H24.4.1 16人 26人 13人 12人

区分
住民基本台帳人口
(23年度末)

歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

(参考)
22年度の
人件費率

23年度 91,179人
38,097,242

千円
1,781,032

千円
5,935,577

千円
15.6% 16.6%

区分
職員数

Ａ

給与費 一人
当たり
給与費
B/A給料 職員手当

期末・
勤勉手当

計 Ｂ

24年度 677人
2,693,933

千円
397,603

千円
976,754

千円
4,068,290

千円
6,009
千円平成23年度

支給実績 93,448千円

職員１人当たり平均支給年額 158千円

平成22年度
支給実績 65,586千円

職員１人当たり平均支給年額 120千円

区分 標準的な職務内容 職員数(人) 構成比(％)

7級 部 長 ・ 次 長 12 2.7 

6級 課 長 ・ 主 幹 56 12.8 

5級 課 長 補 佐 128 29.4 

4級 主 任 主 査 58 13.3 

3級 係 長 ・ 主 査 104 23.9 

2級 主 事 ・ 技 師 26 6.0 

1級 書記・技手他 52 11.9

関市 国

一人当たり平均支給額 1,367千円 －

 (23年度支給割合)　　
期末手当 勤勉手当
2.60月分 1.35月分

 (23年度支給割合)　　
期末手当 勤勉手当
2.60月分 1.35月分

(加算措置の状況)
職制上の段階、職務の級などによる

加算措置　有

(加算措置の状況)
職制上の段階、職務の級などによる

加算措置　有

　 　 　   区分
部門

職員数 対前年
増減数

主な増減理由
平成23年 平成24年

一
般
行
政
部
門

議　会 6 6 0

総務企画 143 146 3 ・業務増、育児休業者の補充

税　務 37 35 △ 2 ・重複配置の解消

民　生 118 120 2 ・育児休業者の補充

衛　生 59 56 △ 3 ・事務の統廃合縮小

労　働 1 1 0

農林水産 30 30 0

商　工 18 19 1 ・業務増

土　木 59 55 △ 4 ・事務の統廃合縮小

小　計 471 468 △ 3

特別行
政部門

教　育 203 196 △ 7 ・民間委託、事務の統廃合縮小、退職不補充

小　計 203 196 △ 7

公
営
企
業
等
会
計
部
門

病　院 11 11 0

水　道 31 31 0

下水道 29 29 0

その他 25 26 1 ・育児休業者の補充

小　計 96 97 1

合　計 770 761 △ 9

　 　 　   区分
部門

平成
20年

平成
21年

平成
22年

平成
23年

平成
24年

平成20年から24年
までの増減数(率)

一般行政 504 489 478 471 468 △36(△  7.1％)

教育 235 226 217 203 196 △39(△16.6％)

普通会計計 739 715 695 674 664 △75(△10.1％)

公営企業等会計計 115 108 103 96 97 △18(△15.7％)

総合計 854 823 798 770 761 △93(△10.9％)

関市 国

(支給率) 自己都合 勧奨・定年 (支給率) 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.50月分 30.55月分 勤続20年 23.50月分 30.55月分

勤続25年 33.50月分 41.34月分 勤続25年 33.50月分 41.34月分

勤続35年 47.50月分 59.28月分 勤続35年 47.50月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分 最高限度額 59.28月分 59.28月分

1人当たり平均支給額 15,953千円 25,563千円

その他の加算措置　定年前早期退職特別措置 その他の加算措置　定年前早期退職特別措置
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5　特別職の報酬などの状況（平成 24年 4月 1日現在）

Ⅳ　職員の分限及び懲戒処分の状況（平成23年度）
(1) 職員の分限処分の状況 ( 平成 23 年度中に処分された職員数 )

Ⅴ　職員の服務の状況について（23年度）

(2) 職員の懲戒処分の状況（平成 23 年度中に処分された職員数）

2　	休暇制度
①年次有給休暇　１年につき 20 日付与。付与された翌年度に限り繰
　　　　　　　　 越可能（最大 40 日）
②特別休暇

③介護休暇　職員が同居する配偶者、父母、子、配偶者の父母、祖父母、	孫
　　　　　　および兄弟姉妹を 2週間以上にわたり介護する場合｡
　　　　　　6月の期間内において必要と認められる期間
④育児休業　3歳に満たない自分の子を養育するため、その子が 3歳に達す
　　　　　　るまでの期間

公務能率の維持を目的に、職員が心身の故障によりその職責を十分に果たす
ことができないなど、一定の事由がある場合に行う処分。

法令違反、職務上の業務違反など、公務員としてふさわしくない行為があった
場合に、その道義的責任を問い、職務遂行における秩序維持を図る制裁的処分。

Ⅲ　 勤務時間、その他の勤務条件について
1　	勤務時間（標準的なもの）（平成 24年 4月 1日現在）

Ⅵ　職員の研修および勤務成績の評定の状況について
1　	研修の実施状況（23年度）

Ⅶ　職員の福祉及び利益の保護の状況について
1　健康診断実施の状況（23年度）

3　共済制度
　岐阜県市町村職員共済組合に加入し、職員の生活の安定と福祉の
向上を図っています。
　また、関市職員互助会を通じて、福利厚生の増進を図っています。
4　措置要求および不服申立ての状況（23年度）
　措置要求および不服申立てはありませんでした。

2　公務災害の発生状況（23年度）

2　勤務成績の評定の状況（23年度）

(4) 特殊勤務手当（平成 24 年 4 月 1 日現在）

（5）その他の手当（平成 24 年 4 月 1 日現在）

※ただし平成 23 年 9 月 22 日に市長にあった者の同日を含む任期に係る退
　職手当は支給しない		 	 	

開始時刻 終了時刻 １日の勤務時間 １週間の勤務時間

午前8時30分 午後5時15分 7時間45分 38時間45分

免職 休職 降任

0人 3人 0人

区分 許可件数 主な許可内容

職務専念義務の免除 706件 消防団活動など

営利企業などの従事 　3件 統計調査員

研修項目 受講者数 研修内容

市独自研修 395人 新規採用職員、現場研修など

岐阜県市町村職員
研修センター

289人
新規採用職員、中堅、係長級などの階層別
研修行政実務、政策形成、法制執務、徴収
実務などの専門・実務研修など

研修所など派遣研修 7人 自治大学校、市町村職員中央研修所

評定の時期 11月1日

評定の対象職員 全職員

評定項目等
能力評定　それぞれの職区分ごとに必要とされる項目を評定
業務評定　業務を進める上で職員に与える職務の役割と達成度をもとに評定

区分 受診者数

人間ドック 524人

年代別総合健康診断 158人

1人当たりの平均助成額 13千円

区分 受診者数

公務災害 6件

通勤災害 0件

免職 停職 減給 戒告

0人 0人 1人 0人

休暇の種類 休暇日数等

選挙権、権利行使 必要と認められる期間

裁判員、証人、鑑定人、参考人 必要と認められる期間

骨髄液の提供 必要と認められる期間

社会貢献活動 1年につき5日の範囲内

結婚 連続する5日の範囲内

出産前 出産予定日までの8週間

出産後 出産の日の翌日から8週間

休暇の種類 休暇日数等

生後1年までの子の保育のための休暇 1日2回各30分以内

妊娠中の通勤に係る交通機関混
雑の回避

勤務時間の始めまたは終わりにおい
て、1日のうち1時間を超えない範囲内

妊娠中の保健指導・健康診査 必要と認められる期間

妻の出産 2日の範囲内

妻の出産時の子の養育 産前8週間産後8週間のうち5日の範囲内※小学校就学前の子に限る

子の看護 1年につき5日の範囲内※小学校就学前の子に限る

日常生活を営むのに支障がある者の介護 1年につき5日の範囲内

忌引 続柄及び生計関係により、1～7日以内

父母の追悼行事 1日

夏季休暇 7～9月の期間内に3日の範囲内

災害による住居復旧 7日の範囲内

災害等での出勤困難 必要と認められる期間

災害による通勤途上危険回避 必要と認められる期間

区分 全職種

支給実績（23年度決算） 17,781千円

支給職員１人当たり平均支給年額(23年度決算) 117,755円

職員全体に占める手当支給職員の割合(23年度) 22.4%

手当の種類(手当数) 23

主な手当の概要
常時徴税事務、ごみ収集または処理業務、下水またはし尿を取り扱う
業務、週休日の部活動指導業務などに従事した場合

区分 給料月額等

給　　料
市　長
副市長
教育長

947,000円
691,000円
663,000円

報　　酬
議　長
副議長
議　員

468,000円
437,000円
416,000円

期末手当

市　長
副市長
教育長

（23年度支給割合）　3.90月

議　長
副議長
議　員

（23年度支給割合）　3.95月

退職手当

　　　　　　　　（算定方式）　　　　（支給時期）

市　長
副市長
教育長

給料月額×在職年数×400/100　任期毎※

給料月額×在職年数×300/100　任期毎
給料月額×在職年数×200/100　任期毎

手当名
内容および
支給単価

国の制
度との
異同

支給
実績

（23年度決算）

支給職員1人当たり
平均支給年額
（23年度決算）

扶養手当

配偶者　　　　　　13,000円
1人　　　　　　　　6,500円
1人（配偶者なし） 11,000円
特定期間の加算　　 5,000円

同じ
80,651

千円
245,140

円

住居手当

・自ら居住する住宅を借り受け、
現に当該住宅に居住し、月額
12,000円を超える家賃を支払
っている職員 限度額 27,000円

同じ
26,339

千円
283,215

円

通勤手当
通勤距離に応じて支給（片道２
キロ以上）4,400円～34,000円

異なる
93,428

千円
161,640

円

管 理 職
手当

管理または監督の地位にある職員 異なる
49,485

千円
596,205

円

単身赴任
手当

・定額　　 　　　　23,000円
・加算額　6,000円～45,000円

同じ ―千円 ―円

宿 日 直
手当

・一般の宿日直　　　4,200円
・常直　　　　　　 21,000円

同じ
3,599
千円

4,200円

管理職員
特別勤務

手当

臨時または緊急その他の公務の運営上
の必要により、土、日曜日、休日など
に勤務した管理職員　10,000～4,000円

同じ ―千円 ―円
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平
成
24
年
市
議
会
第
３
回
定
例
会
を
、
９
月

３
日
か
ら
10
月
３
日
ま
で
の
31
日
間
、
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
関
係
５
件
、
一
般

議
案
７
件
、
総
額
15
億
６
７
４
５
万
４
０
０
０

円
の
補
正
予
算
10
件
、
決
算
の
認
定
12
件
、
諮

問
２
件
、
報
告
３
件
、
そ
の
他
２
件
（
剰
余
金

の
処
分
お
よ
び
決
算
認
定
、
付
帯
決
議
）、
議

員
提
案
５
件
（
関
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改

正
、
意
見
書
３
件
、
特
別
委
員
会
の
設
置
）、

議
員
派
遣
３
件
の
合
わ
せ
て
52
件
を
審
議
し
ま

し
た
。
審
議
日
程
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

▼
９
月
３
日
の
本
会
議
１
日
目
は
、
会
期
を
31

日
間
と
決
め
た
後
、
議
案
の
提
案
説
明
を
受
け
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
選
任
、

教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
し
、

平
成
23
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率

の
報
告
、
関
市
財
政
運
営
判
断
指
標
の
報
告
な

ど
３
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

▼
12
日
の
本
会
議
２
日
目
は
、
議
案
に
対
す
る

質
疑
を
行
い
、
関
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
業
務

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
工
事
請
負
契
約

の
締
結
、
財
産
の
取
得
な
ど
４
件
を
可
決
し
ま

し
た
。

　

関
市
自
治
基
本
条
例
策
定
審
議
会
条
例
や
関

市
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定
、
平
成
24
年
度
関

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）、
平
成
23

年
度
関
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
な

ど
31
件
は
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
各
常
任
委
員
会
に

付
託
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
代
表
質
問
と
一
般
質
問
を
行
い
、

通
告
者
13
人
の
う
ち
３
人
が
、
当
局
の
姿
勢
や

方
針
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
13
日
の
本
会
議
３
日
目
は
、
５
人
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
14
日
の
本
会
議
４
日
目
は
、
５
人
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
関
市
議
会
会
議
規

則
の
一
部
改
正
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
18
～
27
日
は
各
常
任
委
員
会
で
付
託
案
件
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

▼
10
月
３
日
の
本
会
議
５
日
目
は
、
各
常
任
委

員
長
か
ら
付
託
案
件
の
委
員
会
審
査
結
果
の
報

告
が
行
わ
れ
、
討
論
、
採
決
の
結
果
、
す
べ
て

の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
関
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て
は
、
可
決
後
に
付
帯

決
議
が
提
案
さ
れ
審
議
の
結
果
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
員
か
ら
「
議
員
定
数
に
関
す
る
特
別
委
員

会
の
設
置
に
つ
い
て
」
が
提
出
さ
れ
、
こ
ち
ら

も
可
決
さ
れ
、
12
人
の
委
員
が
指
名
さ
れ
た
後
、

特
別
委
員
会
が
開
か
れ
正
副
委
員
長
が
互
選
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
の
意
見
書

３
件
は
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
案
件
を
す
べ
て
議

了
し
閉
会
し
ま
し
た
。

 

代
表
質
問

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

質
問
　
民
間
等
へ
の
委
託
は

　

答
弁　

さ
ま
ざ
ま
な
介
護
の
相
談
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
う
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

市
内
に
３
箇
所
あ
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
人
口
３
０
０
０
～
６
０
０
０
人

に
対
し
、
保
健
師
な
ど
の
専
門
職
を
１
人
配
置

す
る
国
の
基
準
が
あ
り
、
旧
関
市
（
富
野
地
区

を
除
く
）
を
区
域
と
す
る
中
央
地
域
セ
ン
タ
ー

の
65
歳
以
上
の
人
口
は
、
そ
れ
以
外
の
地
域
を

区
域
と
す
る
東
・
西
地
域
セ
ン
タ
ー
の
６
倍
近

く
あ
る
た
め
、
専
門
職
が
不
足
し
て
お
り
、
直

営
体
制
の
維
持
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
６
月
に
検
討
会
を
設
置
し
、
セ
ン

タ
ー
の
現
状
と
課
題
や
今
後
の
運
営
体
制
、
社

会
福
祉
法
人
へ
の
委
託
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、

な
る
べ
く
早
い
時
期
に
方
針
を
決
定
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

一
般
質
問

　
高
齢
者
問
題

質
問
　
老
人
ク
ラ
ブ
の
充
実
と
高
齢
者
の
就
業
機
会
拡
大
を

　

答
弁　

老
人
ク
ラ
ブ
は
高
齢
者
の
自
主
的

な
活
動
組
織
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
市
と
し
て
も
補
助
金
を
交
付
し
た
り
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
の
各
種
事

業
を
委
託
す
る
な
ど
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
市
の
福

祉
事
業
に
お
け
る
活
用
を
す
る
な
ど
受
注
拡
大

の
支
援
を
行
い
、
働
く
意
欲
の
あ
る
元
気
な
高

齢
者
の
就
業
機
会
の
拡
大
を
支
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
公
有
財
産
の
利
活
用

質
問
　
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
導
入
は

　

答
弁　

第
５
次
関
市
行
政
改
革
大
綱
に
お

い
て
取
り
組
む
、
公
共
施
設
の
合
理
的
か
つ
効

率
的
管
理
運
用
（
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
導
入
）
に
向
け
、
現
在
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
内
に
建
物

の
デ
ー
タ
整
備
が
完
了
す
る
予
定
で
、
そ
の
後
、

土
地
の
デ
ー
タ
整
備
に
着
手
し
、
で
き
る
限
り

早
急
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
完
成
を
図
り
ま
す
。

今
後
、
市
が
保
有
す
る
資
産
の
維
持
・
管
理
・

更
新
が
財
政
に
重
く
圧
し
か
か
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
お
り
、
経
営
感
覚
を
持
っ
た
資
産
活
用

と
と
も
に
、
総
量
の
削
減
を
し
て
い
く
方
向
で

検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
議
会
第
3
回
定
例
会

広報せき 2012.11.15
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関
市
消
防
団

質
問　

再
編
計
画
の
策
定
は

　

答
弁　

今
年
中
を
目
途
に
全
消
防
団
員
１
１

８
５
人
と
そ
の
家
族
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
市

民
２
０
０
０
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、

消
防
団
長
を
は
じ
め
方
面
隊
長
や
分
団
長
ら
か

ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
計
画
案
の
作
成
後
、

年
明
け
か
ら
の
地
元
説
明
会
を
経
て
再
編
計
画

を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。
重
点
項
目
と
し
て
、

分
団
の
整
理
、
必
要
な
ら
ば
統
廃
合
や
新
設
、

消
防
車
庫
・
消
防
車
両
の
適
切
な
配
置
、
消
防

団
活
動
の
見
直
し
、
団
員
確
保
の
た
め
の
施
策

を
計
画
し
、
よ
り
効
率
的
に
消
防
団
活
動
が
行

え
る
よ
う
に
再
編
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
方
面
隊
の
再
編
に
つ
い
て
も
、

再
編
計
画
を
策
定
し
て
い
く
中
で
現
在
の
６
方

面
隊
の
あ
り
方
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険

質
問　

運
営
の
現
状
と
税
の
値
上
げ
は

　

答
弁　

国
民
健
康
保
険
の
財
政
状
況
は
極

め
て
厳
し
く
、
平
成
23
年
度
決
算
の
単
年
度
実

質
収
支
は
約
５
億
円
の
マ
イ
ナ
ス
で
す
。
ま
た

保
険
給
付
費
は
約
63
億
２
６
０
０
万
円
で
、
対

前
年
度
比
６
・
４
％
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
被
保
険
者
の
急
速
な
高
齢
化
と
医
療
技

術
の
高
度
化
に
よ
り
、
一
人
あ
た
り
の
医
療
費

が
増
加
し
て
い
る
た
め
で
、
保
険
給
付
費
の
伸

び
に
見
合
う
財
源
を
確
保
で
き
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
国
保
税
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
６

月
７
日
に
開
か
れ
た
関
市
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
に
、
国
保
税
の
改
定
お
よ
び
実
施
時
期

に
つ
い
て
諮
問
を
行
い
、
11
月
15
日
ま
で
に
答

申
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

学
校
施
設
の
防
災
対
策

質
問　

非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策
は

　

答
弁　

非
構
造
部
材
の
耐
震
点
検
は
、
平
成

23
年
度
に
文
部
科
学
省
作
成
の
点
検
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
参
考
に
小
中
学
校
の
教
職
員
に
よ
る

点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
学
校
独

自
で
書
棚
の
転
倒
防
止
、
落
下
物
の
防
止
な
ど

の
安
全
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

も
身
の
周
り
に
お
け
る
地
震
対
策
と
な
っ
て
い

ま
す
。
非
構
造
部
材
は
多
種
多
様
で
あ
り
部
材

に
よ
っ
て
は
専
門
的
な
知
識
や
点
検
を
要
す
る

場
合
も
あ
る
た
め
、
対
策
が
必
要
な
箇
所
、
方

法
、
費
用
な
ど
を
研
究
し
た
上
で
、
非
構
造
部

材
の
今
後
の
耐
震
化
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

関
市
版
寺
子
屋

質
問　

事
業
の
進
捗
状
況
は

　

答
弁　

関
市
版
寺
子
屋
は
、
身
近
な
地
域
の

方
々
や
専
門
家
を
講
師
と
し
て
、
教
科
書
で
は

学
べ
な
い
地
域
の
自
然
・
文
化
や
生
き
方
な
ど

を
学
ぶ
事
業
で
す
。
本
年
度
は
小
学
校
15
校
、

中
学
校
９
校
の
合
計
24
校
が
こ
の
事
業
に
参
加

し
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
全
校
集
会
・
学

年
集
会
、
生
活
科
・
社
会
科
な
ど
の
教
科
の
学

習
時
間
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
見
通
し
と

し
て
、
平
成
26
年
度
ま
で
に
全
小
中
学
校
30
校

で
実
施
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
25
年
度
中
に
は
す
べ
て
の
実
施
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

財
政
の
健
全
化

質
問　

財
政
運
営
判
断
指
標
の
結
果
は

　

答
弁　

平
成
23
年
度
決
算
に
基
づ
く
財
政

運
営
判
断
指
標
に
関
す
る
総
合
的
な
判
断
と
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
総
合
計
画
お
よ
び
行
政
改

革
大
綱
な
ど
に
基
づ
く
取
り
組
み
の
成
果
と
し

て
、
概
ね
健
全
に
推
移
し
て
い
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
合
併
算
定
替
特
例
と
し
て
、
地
方

交
付
税
が
国
か
ら
多
く
交
付
さ
れ
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。
本
年
度
で
見
ま
す
と
、
臨
時
特
例
債

も
含
め
て
、
一
本
算
定
と
合
併
算
定
替
特
例
の

場
合
と
で
は
、
30
億
円
近
い
差
が
あ
り
ま
す
。

現
段
階
で
、
概
ね
健
全
で
あ
っ
て
も
、
今
後
の

交
付
税
の
30
億
円
近
い
マ
イ
ナ
ス
を
考
え
ま
す

と
、
指
標
の
推
移
を
し
っ
か
り
見
な
が
ら
、
計

画
的
な
財
政
運
営
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援

質
問　

病
児
保
育
の
拡
充
は

　

答
弁　

市
で
は
平
成
20
年
８
月
か
ら
関
中

央
病
院
へ
病
後
児
保
育
事
業
を
委
託
し
、
病
院

内
保
育
所
「
く
る
み
保
育
所
」
に
お
い
て
病
後

児
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年

４
月
か
ら
は
、
岐
阜
市
内
の
４
つ
の
医
療
機
関

内
の
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
に
お
い
て
岐
阜

市
と
協
定
を
結
び
、
病
児
保
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
今
年
６
月
に
は
各
務
原
市
と
も
協
定

を
結
び
、
東
海
中
央
病
院
内
に
あ
る
病
児
・
病

後
児
施
設
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
市
民
が
市
外
の
施
設
を
利
用
す
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
で
、
現
在
、
病
児
・

病
後
児
保
育
所
の
平
成
25
年
度
開
設
に
向
け
て
、

市
内
の
医
療
機
関
と
具
体
的
な
協
議
を
重
ね
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

予
防
接
種

質
問　

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の

周
知
徹
底
を

　

答
弁　

９
月
か
ら
ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
が

生
ワ
ク
チ
ン
か
ら
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
接

種
に
変
わ
り
ま
し
た
。
従
来
は
飲
む
ワ
ク
チ
ン

の
２
回
接
種
で
し
た
が
、
注
射
に
よ
る
４
回
の

接
種
と
な
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
皆
さ
ん
に
混

乱
の
な
い
よ
う
、
広
報
で
の
お
知
ら
せ
に
加
え
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
へ
の
掲
載
、
保

健
セ
ン
タ
ー
や
市
内
指
定
医
療
機
関
で
の
ポ
ス

タ
ー
掲
示
や
チ
ラ
シ
の
配
布
、
ま
た
、
乳
幼
児

健
診
な
ど
で
は
個
々
の
予
防
接
種
の
状
況
を
確

認
し
て
具
体
的
に
説
明
を
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
11
月
に
は
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
と

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
合
わ
せ
た
四
種
混
合
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
始
ま
る
予
定
で
す
の
で
、

あ
わ
せ
て
広
報
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

広報せき 2012.11.15
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土
砂
災
害
対
策

質
問　

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
の
情
報
提
供
は

　

答
弁　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
特
別
警

戒
区
域
は
、
平
成
21
年
か
ら
岐
阜
県
が
指
定

し
、
市
内
46
箇
所
に
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
住
民
へ
の
周
知
と
し
て
、
対
象
地
域

の
住
民
説
明
会
を
こ
れ
ま
で
開
催
し
て
き
ま

し
た
。
今
年
度
も
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て

武
儀
地
区
で
開
催
し
、
そ
の
後
、
上
之
保
、

武
芸
川
、
洞
戸
、
板
取
の
各
地
区
に
お
い
て

今
年
度
内
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
一
人
で

も
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
説
明
会
は
な
る
べ
く
小
さ
な

集
落
単
位
で
回
数
を
多
く
開
催
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画

質
問　

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
制
定
は

　

答
弁　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の

た
め
に
、
７
月
23
日
に
男
女
共
同
参
画
懇
話

会
が
開
催
さ
れ
、「（
仮
称
）
関
市
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
」
の
制
定
に
つ
い
て
の
提
言

書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
男
女
共
同
参
画
に

対
す
る
市
民
の
意
識
を
高
め
る
た
め
、
市
民

と
の
協
働
で
条
例
の
策
定
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
望
む
内
容
で
す
。
市
と
し
て
は
、
来
年

度
に
は
学
識
者
や
公
募
市
民
に
よ
り
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
意
見
を
取
り
ま
と
め
て
条

例
案
を
議
会
へ
上
程
し
、
平
成
26
年
度
に
は

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
条
例
を
制
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

明
る
い
選
挙

質
問　

入
場
整
理
券
の
裏
面
に
宣
誓
書
を
印

刷
し
て
手
続
き
の
簡
素
化
を

　

答
弁　

投
票
所
入
場
整
理
券
の
裏
面
に
宣

誓
書
を
あ
ら
か
じ
め
印
刷
す
る
こ
と
は
可
能

で
す
が
、
は
が
き
に
は
６
人
分
ま
で
連
記
さ
れ

て
お
り
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
改
修
費
用
や
印
刷

代
、
郵
送
代
な
ど
の
費
用
面
の
問
題
も
あ
り
ま

す
。
他
県
に
お
け
る
事
例
を
参
考
に
し
て
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
次
の
選
挙
か

ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
宣
誓
書
の
様
式
を
掲
載

し
、
自
宅
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

審
議
の
結
果

◎
９
月
３
日
同
意
分

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

新
任　

大
野
恭
三
（
小
野
）
任
期
３
年

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

新
任　

田
中
彰
（
西
旭
ヶ
丘
）
任
期
４
年

◎
９
月
12
日
可
決
分
・
報
告
分

▼
関
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
業
務
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
《
関
市
防
災
行
政
無
線
同
報
系
設

備
設
置
（
そ
の
６
）
工
事
》
▼
財
産
の
取
得

に
つ
い
て
《
関
市
消
防
団
車
両
（
小
型
動
力

ポ
ン
プ
積
載
車
・
消
防
ポ
ン
プ
車
）》
▼
平

成
23
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率

の
報
告
に
つ
い
て
▼
平
成
23
年
度
決
算
に
基

づ
く
資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て
▼
平

成
23
年
度
決
算
に
基
づ
く
関
市
財
政
運
営
判

断
指
標
の
報
告
に
つ
い
て

◎
９
月
14
日
可
決
分

関
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◎
10
月
３
日
可
決
分
・
認
定
分

▼
関
市
自
治
基
本
条
例
策
定
審
議
会
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
▼
関
市
暴
力
団
排
除
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
▼
関
市
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
▼
関
市
防
災
会
議
に
関
す
る

条
例
及
び
関
市
災
害
対
策
本
部
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
▼
市
道
路
線
の
廃

止
に
つ
い
て
▼
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

▼
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
件
に
つ
い
て
（
２
件
）

▼
平
成
24
年
度
関
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
▼
平
成
24
年
度
特
別
会
計
補
正

予
算
《
関
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第

１
号
）、
関
市
下
水
道
特
別
会
計
（
第
１
号
）、

関
市
財
産
区
特
別
会
計
（
第
１
号
）、
関
市

食
肉
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）、

関
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
（
第
１

号
）、
関
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
（
第

１
号
）、関
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第

１
号
）、
関
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
第
１
号
）》
平
成
24
年
度
関
市
上
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
▼
平
成
23
年
度

関
市
上
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
▼
平
成
24
年
度
関
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
対
す
る

付
帯
決
議

▼
平
成
23
年
度
関
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
▼
平
成
23
年
度
関
市
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

《
国
民
健
康
保
険
、
下
水
道
、
財
産
区
、
中

小
企
業
従
業
員
退
職
金
共
済
事
業
、
食
肉
セ

ン
タ
ー
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
公
設

地
方
卸
売
市
場
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
簡

易
水
道
事
業
、
有
線
放
送
事
業
、
後
期
高
齢

者
医
療
》

▼
安
全
・
安
心
な
社
会
基
盤
再
構
築
と
経
済

活
性
化
を
求
め
る
意
見
書
▼
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
支
援
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
▼

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
「
地
方
財
源
を

確
保
・
充
実
す
る
仕
組
み
」
の
構
築
を
求
め

る
意
見
書

▼
特
別
委
員
会
の
設
置

議
員
定
数
に
関
す
る
特
別
委
員
会
（
12
人
）

▼
議
員
の
派
遣　

氷
見
市
と
の
議
員
交
流
会
、

第
６
回
全
国
水
源
の
里
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
中

濃
十
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

◆
議
員
定
数
に
関
す
る
特
別
委
員
会

（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長　

敬
称
略
）

◎
石
原
教
雅
、
○
土
屋
雅
義
、
波
多
野
源
司
、

山
田
美
代
子
、
山
田
菊
雄
、
猿
渡
直
樹
、

武
藤
隆
夫
、
幅
永
典
、
市
川
隆
也
、

太
田
博
勝
、
三
輪
正
善
、
丹
羽
栄
守

※
次
回
の
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
３
日　

　
（
月
）
の
開
会
予
定
で
す
。

■
照
会
先　

議
会
事
務
局　

☎
23
―
9
0
6
8

★営業時間：平   日　午前10時～午後9時（最終入場：午後8時15分）  
 　日 ・ 祝　午前10時～午後5時（最終入場：午後4時15分）
★休 館 日：月曜日、祝日の翌日、年末年始（12/29～1/3）

広報せき 2012.11.15
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コース名（内容） 定員 / 時間 日時（この期間で全 10 回） 受講料

らくらく超音波流水
運動初心者には最適。
超音波流水発生装置を用いた流水浴と簡単な水中運動を行います。

各クラス
定員10人
時間30分

①1月8日～3月26日
　火曜日　14:30〜15:00
②1月11日～3月15日
　金曜日　10:30～11:00

2,000円（全10回）
【施設利用料別途】

■一般/400円（1回）
■身障者、65歳以上
/100円（1回）

流水ウオーキング（初級）　

超音波流水発生装置を用いた、流水の水中歩行クラスです。
ゆっくりといろいろな水中歩行をし、全身に効果的な運動ができます。

 各クラス 
定員28人
時間45分

①1月9日～3月27日
　水曜日　13:30～14:15

流水ウオーキング（中級）
超音波流水発生装置を用いた、流水の水中歩行クラスです。
いろいろな水中歩行をし、全身に効果的な運動ができ、シェイプ
アップも期待できます。
身体にかかる負担が少ないので、幅広い年齢層にお勧めです。

各クラス
定員28人
時間45分

①1月8日～3月26日
　火曜日　10:30～11:15
②1月8日～3月26日 
　火曜日　13:30～ 14:15
③1月10日～3月28日 
　木曜日　13:30～ 14:15
④1月11日～3月15日
　金曜日　19:40～20:25

ウオーキングビクス
水中歩行やアクアビクスなど、水の特性を活かした全身運動をする
クラスです。初心者の方でも大丈夫、水中運動を楽しみましょう。

各クラス
定員25人
時間45分

①1月10日～3月28日 
　木曜日　19:00～19:45

はじめてスイム（初心者コース）
水が怖い方、もぐることができない方、大歓迎です。
「全く泳げない」と思っている方、安心してください。
浮く練習を中心に行い、クロールの初歩までの指導となります。

各クラス
定員10人
時間30分

①1月9日～3月27日 
　水曜日　10:30～11:00
②1月11日～3月15日 
　金曜日　19:00～19:30

チャレンジスイム（初級クロール）
水に対しての恐怖心はないけれど、水泳を基礎から覚えたい方、正
しいフォームを基礎から細かく指導します。
自信のない方でも大丈夫。
お客様一人一人のペースで、ゆっくりと進めていきます。
クロール完成までの練習です。

各クラス
定員10人
時間45分
※②のみ

12人

①1月9日～3月27日 
　水曜日　11:10～11:55
②1月9日～3月27日 
　水曜日　14:30～15:15
③1月9日～3月27日 
　水曜日　19:00～19:45
④1月10日～3月28日 
　木曜日　14:30～15:15
⑤1月10日～3月28日 
　木曜日　19:50～20:35
⑥1月11日～3月15日 
　金曜日　11:10～11:55
⑦1月12日～3月16日 
　土曜日　13:30～14:15

チャレンジスイム（中級クロール）
初級コースを受講された方で
エルボーアップ（肘上げ）のクロールの完成を目標とした方の継続
コースです。

各クラス
定員10人
時間45分
※①のみ

12人

①1月8日～3月26日 
　火曜日　19:00～19:45
②1月11日～3月15日 
　金曜日　14:15～15:00
③1月12日～3月16日 
　土曜日　10:30～11:15

チャレンジスイム（中級平泳ぎ）
初級コースを受講された方で
平泳ぎの完成を目標とした方の継続コースです。

各クラス
定員10人
時間45分

①1月8日～3月26日 
　火曜日　11:25～12:10
②1月9日～3月27日 
　水曜日　19:50～20:35
③1月12日～3月16日 
　土曜日　14:30～15:15

シェイプアップ　アクアビクス
水中で行うエアロビクスです。
水の特性を活かして、全身運動をするクラスです。初心者の方でも
大丈夫。インストラクターが分かりやすく説明していきます。
音楽に合わせて、楽しく全身を動かしましょう。

各クラス
定員30人
時間30分

①1月8日～3月26日 
　火曜日　20:00～20:30 3,000円（全10回）

【施設利用料別途】

■一般/400円（1回）
■身障者、65歳以上
/100円（1回）

インチャク教室（新教室）
インチャクとは、インナーマッスル・ヌンチャクの略でそれを使っ
て全身運動をします。インナーマッスル（深層筋）まで動かして楽
しく運動しましょう。

各クラス
定員25人
時間45分

①1月11日～3月15日 
　金曜日　13:30～14：15

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

◆照会先　関市武芸川健康プール　☎45-0133

第4期水中運動教室
関市武芸川健康プール（武芸川町八幡・武芸川事務所西）

受講生
 大募集！

1月8日（火）～3月28日（木）

★対象：18歳以上の方（高校生不可）
★申込方法：11月15日（木）～30日（金）の期間中に、武芸川健康プールまでお越しの
　うえ、申し込みください。
　（不明な点がありましたら、電話にてお問い合わせください）

★営業時間：平   日　午前10時～午後9時（最終入場：午後8時15分）  
 　日 ・ 祝　午前10時～午後5時（最終入場：午後4時15分）
★休 館 日：月曜日、祝日の翌日、年末年始（12/29～1/3）

2012年度

広報せき 2012.11.15
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わかくさ・プラザ「学習情報館・多目的ホール」

森永  卓郎さん（経済アナリスト）

300人（申し込み順）

11月19日（月）午前8時30分から申し込み開始

関市市民協働課男女共同参画係

〒501-3894　関市若草通3丁目1番地

☎22-3131（内線1362）　 23-7744

shiminkyodo@city.seki. lg.jp 

※託児あり（無料・定員10人)

　ご希望の方は、12月7日（金）までに子どもの氏名（ふりがな）、年齢、性別を

お知らせください。

※手話通訳を準備しますので、必要な方は申し込み時にお知らせください。

  12 月16 日（日）午後1 時〜日 時

場　 所

講 師

定 　 員

申 込 先

　昭和 23 年（1948 年）第 3 回国際連合総会で世界人権宣
言が採択され、本年で 64 周年を迎えます。
　法務省と全国人権擁護委員連合会では、12 月 4 日から 10
日までの 1 週間を「第 64 回人権週間」として、全国各地で
啓発運動を実施します。

◆日時
◆場所
◆内容

◆講師
◆定員
◆申込先

わかくさ・プラザ「学習情報館・多目的ホール」
講演

「父の自殺を乗り越えて〜死なずに生きていく〜」
北野  誠 さん（所属：松竹芸能㈱）

300 人（申し込み順）

12 月 5 日（水）午後 7 時〜 8 時 30 分

11 月 30 日（金）までに

福祉政策課（☎ 23-9349 　 23-7748）または
生涯学習課（☎ 23-7777 　 23-7778）

第13回 関市男女共同参画市民フォーラム

～男女がともに輝いて暮らせる社会について考えましょう～

第 64 回  人権週間

人権問題講演会を開催

~ 男と女のあり方が変わる 経済も変わる~~ 男と女のあり方が変わる 経済も変わる~
男女がともに輝いて暮らせる社会について考えましょう

広報せき 2012.11.15
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　現在、広報せきは、毎月2回発行（1日号、15日号）していますが、平成25年1月から月1回発行（1日

号）に変更します。市民の皆さんのご理解、ご協力をお願いします。

【ご意見をお寄せください】
　「広報せき」を毎月1回発行とすること、その他広報の内容についてなど、市民の皆さんのご意見をお寄せくだ
さい。意見の提出にあたっては、下記の封筒をご利用ください。なお、ご意見に対する回答はしませんので、

ご了承ください。

◆月1回の発行にして印刷費などの節減を図るべきと市民から

提言をいただいた

◆自治会の配布業務に係る負担を軽減するため

◆ホームページ、ツイッター、フェイスブック、データ放送な

ど多くの広報媒体を利用できるようになったため

◆編集業務を集約することで、メリハリのある充実した広報内

容にするため

広報紙
◎必要な情報量は従来どおりとします

　必要な情報量（ページ数）の確保に努めます。

ホームページなど
◎速報性の高い広報ツールを充実させます

　ホームページをリニューアル（4月予定）し、よ

り内容を充実させます。

なぜ月 1回発行に変更するの？ 変更後はこうします

１月から「広報せき」が月１回発行になります

照会先 秘書広報課　 23-6806

▼　　線に沿って切り取ってください。

  関
   市
   長
   行

 

1031
5

「市民の声」「市長への伝言」コーナー

ご意見をお寄せください
●「広報せき」を毎月1回発行とすること、その他

　広報の内容についてなど、市民の皆さんの

　ご意見をお寄せください。

①切り取り線に沿って
　紙面から切り取り、
　この面が外側になるように
　中央を折ります。

②あて先を下にして、
　のりしろを図のように
　貼り合わせます。

③切手を貼らず
　そのままお近くのポストへ
　投函してください。

封筒のつくり方

広報せき 2012.11.15
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の り し ろ

の り し ろ

職　　業

平成　　　 年　　　 月 　　　日

男・女　　　　歳

の

り

し

ろ

お  名  前

あなたの
住　　所

〒

について

　

市
で
は
、
市
内
の
31
店
舗
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
広
報
紙
「
広
報
せ
き
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

１
店
舗
に
つ
き
10
部
を
設
置
し
て
お
り
、
24
時
間
気
軽
に
広
報
紙
を
手
に

取
り
、
読
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
内
の
大
型
ス
ー
パ
ー
や
病
院
に
も
設
置
を
し
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
設
置
店
舗
】

▼
サ
ー
ク
ル
Ｋ
関
小
瀬
店
・
関
く
ら
ち
店
・
関
桜
ヶ
丘
店
・
関
桜
町
店
・

関
下
有
知
店
・
関
白
金
店
・
関
市
西
田
原
店
・
関
迫
間
店
・
関
ひ
だ

せ
店
・
西
本
郷
通
五
丁
目
店
・
武
儀
下
之
保
店
・
武
芸
川
店
・
山
田

店　

▼
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
関
市
鋳
物
師
屋
店
・
関
市
上
白
金
店
・
関

市
山
王
通
店
・
関
市
下
有
知
店　

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
円
保
通
店
・

下
有
知
店
・
関
神
野
店
・
関
倉
知
店
・
関
広
見
イ
ン
タ
ー
店
・
関
平

成
通
店　

▼
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
関
稲
口
店
・
関
Ｓ
Ａ
上
り
店
・
関
下
有

知
店　

▼
ロ
ー
ソ
ン
関
山
王
店
・
関
平
和
通
店　

▼
コ
コ
ス
ト
ア
関

イ
ン
タ
ー
店
・
関
黒
屋
店　

▼
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
関
下
有
知
店

【
大
型
ス
ー
パ
ー
な
ど
設
置
店
舗
】

▼
バ
ロ
ー
関
緑
ヶ
丘
店
・
関
ひ
が
し
店
・
稲
口
店
・
武
芸
川
店　

▼

ピ
ア
ゴ
関
店　

▼
サ
ン
サ
ン
シ
テ
ィ
・
マ
ー
ゴ　

▼
ス
ー
パ
ー
三
心

関
店　

▼
パ
ワ
ー
ズ
関
店　

▼
ベ
イ
シ
ア

▼
中
濃
厚
生
病
院　

▼
関
中
央
病
院

◆
照
会
先　

総
務
管
財
課
（
☎
23
―
８
１
２
２
）

（
店
舗
は
平
成
24
年
11
月
現
在
）

広報せきの発行

広報せき 2012.11.15
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近
年
、
冬
に
な
る
と
よ
く
耳
に
す
る

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
。
1
年
を
通
し
て
発
生

し
ま
す
が
、
11
月
ご
ろ
か
ら
発
生
件
数

が
増
え
は
じ
め
、
12
月
か
ら
2
月
ご
ろ

が
発
生
の
ピ
ー
ク
で
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
性
胃
腸
炎
や

食
中
毒
の
原
因
ウ
イ
ル
ス
で
、
感
染
す

る
と
、
お
う
吐
、
下
痢
、
腹
痛
な
ど
を

起
こ
し
ま
す
。
健
康
な
方
は
軽
症
で
回

復
し
ま
す
が
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
な

ど
は
重
症
化
し
た
り
、
お
う
吐
物
を

誤
っ
て
気
道
に
詰
ま
ら
せ
て
死
亡
す
る

こ
と
が
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
感
染
ル
ー
ト

◎
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
方
が
触

れ
た
器
物（
水
道
の
蛇
口
・
ド
ア
ノ
ブ

な
ど
）や
食
品
か
ら
感
染
す
る
場
合

◎
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
方
の
便

や
お
う
吐
物
な
ど
か
ら
感
染
す
る
場
合

◎
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
食
品

　
（
カ
キ
な
ど
）を
食
べ
て
感
染
す
る
場
合

◆
感
染
し
な
い
た
め
の
予
防
法

（１）
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う

　

感
染
予
防
の
基
本
は
手
洗
い
で
す
。

石
け
ん
を
つ
け
、
指
先
か
ら
腕
ま
で
丁

寧
に
こ
す
り
な
が
ら
よ
く
洗
い
ま
し
ょ

う
。
食
事
の
前
、ト
イ
レ
に
行
っ
た
後
、

調
理
の
前
、
排
泄
の
介
助
の
後
、
便
・

お
う
吐
物
の
処
理
の
後
な
ど
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

（２）
便
・
お
う
吐
物
の
処
理
を
確
実
に

～
処
理
の
手
順
～

①
お
う
吐
物
の
処
理
を
す
る
人
は
、
使

い
捨
て
手
袋
・
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

②
便
・
お
う
吐
物
は
使
い
捨
て
の
布
や

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
外
側
か
ら
内
側

に
む
け
て
静
か
に
拭
き
取
り
、
す

ぐ
に
ビ
ニ
ー
ル
袋

　

に
入
れ
密
封
し
て

　

処
理
し
ま
す
。

③
便
・
お
う
吐
物
で
汚
れ
た
床
な
ど
は

0
・
1
％
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
液
を
し
み
こ
ま
せ
た
布
や
ペ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
で
浸
す
よ
う
に
拭

き
取
り
、
10
分
程
度
待
っ
て
か
ら
水

拭
き
し
ま
す
。

（３）
他
の
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に

　

下
痢
や
お
う
吐
な
ど
の
症
状
が
あ
る

方
は
、
食
品
に
直
接
触
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

（４）
食
品
か
ら
の
感
染
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

　

心
配
な
方
は
、
カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝

を
生
で
食
べ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
調
理

す
る
場
合
は
、
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り

と
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
調
理
器

具
は
、洗
剤
を
使
っ
て
十
分
洗
っ
た
後
、

可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
85
℃
以
上

の
熱
湯
で
1
分
以
上
煮
沸
消
毒
し
ま

し
ょ
う
。

照
会
先

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
24-

0
1
1
1

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
と
の
対
話

を
通
し
て
、
市
政
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見
や
提
言
を

聴
か
せ
て
い
た
だ
く
「
車
座
集
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
「
車
座
集
会
」は
、各
種
団
体
や
グ
ル
ー
プ
な

ど
を
単
位
に
、
お
お
む
ね
5
人
か
ら
15
人
程
度

で
開
催
す
る
も
の
で
、
テ
ー
マ
は
、
単
な
る
要

望
や
苦
情
な
ど
の
行
政
相
談
、
特
定
の
個
人
ま

た
は
団
体
の
権
利
に
関
す
る
事
項
な
ど
で
は
な

く
、こ
れ
か
ら
の
市
全
体
ま
た
は
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
事
項
の
中
で
、
あ
ら

か
じ
め
決
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
取
上
げ
ら
れ

た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長

が
ひ
ざ
を
付
き
合
わ
せ
て
語
り
合
う
会
で
す
。

　

開
催
日
時
、
場
所
や
テ
ー
マ
は
、
事
前
に
代

表
者
と
ご
相
談
い
た
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
･
申
し
込
み
は
秘
書
広
報
課

ま
で
。◆

照
会
先　

秘
書
広
報
課
（
☎
23
―
7
7
1
0

　

23
―
7
7
4
4
）

「“

市
民
主
権
、
市
民
自
治”

自

分
た
ち
の
こ
と
は
、
自
分
た
ち
で

決
め
る
社
会
に
」
を
目
指
し
て
！

市
長
と「
車
座
集
会
」を

開
催
し
ま
せ
ん
か

広報せき 2012.11.15
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市
民
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
冬
季

■
日
時　

11
月
18
日
（
日
）
▽
午
前
８
時
～

８
時
30
分
受
付
（
当
日
受
付
）　

▽
午
前

９
時
出
発　

▽
正
午
ご
ろ
解
散

■
集
合
場
所　

市
役
所
・
芝
生
広
場

■
コ
ー
ス　

市
役
所
（
発
着
点
）
～
吉
田
観

音
～
中
池
公
園
～
名
無
木
（
全
行
程
約

10
㌔
）

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
雨
具
な
ど

■
照
会
先　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎
23
―
７

７
６
６　

23
―
７
７
６
５
）

※
雨
天
中
止
（
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
☎
23
―

７
７
５
２
）

第
22
回

リ
レ
ー
de
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

１
周
４
０
０
ｍ
の
ト
ラ
ッ
ク
を
リ
レ
ー
し

な
が
ら
１
０
５
周
（
４
２
・
１
９
５
㌔
）
走

り
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
世
界
記
録
に
挑
戦
し
ま

せ
ん
か
。

■
日
時　

12
月
８
日
（
土
）
▽
午
後
１
時
開

会
式　

▽
午
後
１
時
30
分
ス
タ
ー
ト

※
小
雨
決
行

■
場
所　

中
池
公
園
陸
上
競
技
場

■
種
目　

▽
【
Ａ
】
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦

（
中
学
生
以
上
）　

▽
【
Ｂ
】
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
に
挑
戦
（
小
学
生
）

■
定
員　

各
種
目
10
チ
ー
ム（
申
し
込
み
順
）

※
チ
ー
ム
は
15
人
以
下
で
編
成
す
る
こ
と
。

個
人
の
申
し
込
み
も
可
。

■
参
加
費　

１
人
２
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

※
当
日
、
受
付
で
支
払
い
。

■
申
込
・
照
会
先　

12
月
６
日
（
木
）
ま
で

に
同
大
会
事
務
局
（
関
市
体
育
協
会
内

☎

23
―
８
５
１
１　

sekitaikyo@
carrot.ocn.ne.jp

）

※
申
込
書
は
、
中
池
公
園
陸
上
競
技
場
、
総

合
体
育
館
、
西
部
支
所
に
あ
り
ま
す
。

中
池
公
園
陸
上
競
技
場

一
般
開
放

　

新
し
く
な
っ
た
全
天
候
型
陸
上
競
技
場
で

走
ろ
う
・
跳
ぼ
う
・
挑
戦
し
よ
う
。

　

１
０
０
ｍ
走
、
走
り
幅
跳
び
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
投
げ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
レ
ー
、
軽
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
し
ま

せ
ん
か
。

■
日
時　

12
月
８
日
（
土
）
午
前
９
時
～
正

午
（
当
日
受
付
）
※
小
雨
決
行

■
場
所　

中
池
公
園
陸
上
競
技
場

■
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の
方

■
参
加
費　

無
料

■
照
会
先　

関
市
体
育
協
会
（
☎

23
―
８

５
１
１
）

※
運
動
靴
で
入
場
く
だ
さ
い
。

※
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
美
谷
福
祉
セ
ミ
ナ
ー

　

障
が
い
の
有
無
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、

か
け
が
え
の
な
い
命
の
大
切
さ
を
再
認
識

し
、福
祉
全
般
へ
の
理
解
を
広
め
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

12
月
９
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時

■
場
所

武
芸
川
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
１

階
・
ホ
ー
ル

■
内
容　
【
第
１
部
】
映
画
上
映
会
「
１
／

４
の
奇
跡　

～
本
当
の
こ
と
だ
か
ら
～
」

【
第
２
部
】
講
演
会
「
命
に
寄
り
そ
う
」

▽
講
師
＝
船
戸
崇
史
さ
ん
（
船
戸
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
）

■
対
象　

小
学
生
以
上

■
定
員　

３
０
０
人

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
申
込
・
照
会
先　

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
は
が

き
で
、美
谷
の
里
・
藤
井
ま
た
は
船
戸
（
☎

37
―
２
１
３
２
・
２
６
７
６　

37
―
５

１
４
４
）

※
申
込
用
紙
は
、
福
祉
政
策
課
、
各
地
域
事

務
所
、
武
芸
川
こ
と
ば
の
教
室
に
あ
り

ま
す
。
美
谷
の
里
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
入
手
で
き
ま
す
。

※
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
込
用
紙
に

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
利
用
料
１
０

０
０
円
）

広報せき 2012.11.15

わかくさ・プラザ
「総合体育館」

12月6日（木）・20日（木）午後7時～9時
※登録料400円が必要

12月8日（土）午後1時30分～4時
※参加無料

■照会先　スポーツ推進課　☎23-7766

メインアリーナの一般開放

サブアリーナ 「チャレンジ!! ザ スポーツ・ゲーム」

トレーニング機器取扱説明会

日　時

場　所
対　象
定　員
持ち物
申込先

12月9日（日）午前10時～11時の部
　　　　　   午前11時～正午の部
わかくさ・プラザ「総合体育館・トレーニングルーム」
15歳以上（中学生を除く）
各部100人（申し込み順）
運動ができる服装、屋内用シューズ
11月21日（水）～12月6日（木）の
午前8時30分～午後5時に
わかくさ・プラザ「総合体育館」（☎23-8822）
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な
る
ほ
ど
！
健
康
講
演
会

　

健
診
で
、
血
糖
値
や
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１

ｃ
が
高
め
と
い
う
方
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。「
血
糖
値
が
高
い
と
糖
尿
病
に
な
る
？
」

「
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
？
」
そ
ん

な
疑
問
や
悩
み
を
解
決
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

12
月
５
日
（
水
）
午
後
２
時
～
３

時
（
申
し
込
み
が
必
要
）

■
テ
ー
マ　
「
糖
尿
病
予
防
に
つ
い
て
～
食

生
活
中
心
に
～
」　

▽
講
師
＝
島
田
武
さ

ん
（
中
濃
厚
生
病
院
内
科
医
師
）

■
場
所
・
申
込
先　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

24
―
０
１
１
１　

23
―
６
７
５
７
）

寺
尾
の
巨
石
・

郷
土
遺
跡
め
ぐ
り
、
植
林
活
動

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
生
活
共
生
会
と
環
境
ネ

ッ
ト
せ
き
の
共
催
で
、
地
域
に
残
さ
れ
た
貴

重
な
自
然
や
遺
跡
を
観
察
す
る
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時　

12
月
１
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分

～
午
後
０
時
30
分　

※
小
雨
決
行

■
集
合
場
所　

武
芸
川
町
谷
口
・
中
河
原
公

園
（
喫
茶
花
の
木
裏
）

　

※
駐
車
場
＝
寺
尾
小
学
校

■
コ
ー
ス　

体
力
に
応
じ
、
巨
石
め
ぐ
り
、

郷
土
遺
跡
め
ぐ
り
ま
た
は
実
の
成
る
木

の
植
林
コ
ー
ス
を
選
択

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
先　

喫
茶
花
の
木
（
☎
37
―
５
４
８

７
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
井
上
（
☎
０
９
０
―
６
０

９
９
―
５
４
１
２
）、
環
境
ネ
ッ
ト
・
平

田（
☎
０
９
０
―
７
３
０
５
―
６
９
１
１
）

こ
こ
ろ
の
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

自
殺
の
原
因
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
精

神
疾
患
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
す
。家
庭
・

地
域
・
職
場
で
こ
こ
ろ
の
健
康
に
配
慮
し
、

自
殺
を
考
え
る
人
の
存
在
に
気
づ
き
、
支
え

あ
う
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

■
日
時　

12
月
３
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

■
場
所　

中
濃
総
合
庁
舎
５
階
・
大
会
議
室

■
講
演　
「
こ
こ
ろ
の
健
康
と
自
殺
予
防
に

つ
い
て　

～
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
ま
し
ょ
う
～
」　

▽
講
師
＝
石
井
俊
也

さ
ん
（
公
益
社
団
法
人
岐
阜
病
院
精
神

科
医
）

■
定
員　

１
２
０
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
先　

11
月
22
日
（
木
）
ま
で
に
関
保

健
所
健
康
増
進
課
保
健
予
防
第
二
係
へ

（
☎
33
―
４
０
１
１
）２日（日）

午前９時～正午

市民課・国保年金課・生活環境課
に係る手続き

■照会先　市民課　☎23-7700

12月の
市役所休日窓口開設

広報せき 2012.11.15

せき・まちかど工房ギャラリー

11月18日（日）まで

午前10時～午後5時

11月20日（火）～11月25日（日）

■照会先　せき・まちかど工房を支援する会
（本町商店街事務局内　☎24-8212）

作陶・ＣＧ二人展

ハーモニー＆かわせみ合同作品展日　時
場　所
内　容
出　演
曲　目
照会先

12月1日（土）午前11時～11時30分
関市文化会館・ロビー
ピアノソロ＆弾き語り
兼松みどりさん
パフ／夢／上を向いて歩こう　ほか
文化課（☎24-6455）

第208回関市文化会館・
アフタヌーンコンサート

お昼前のミニコンサートです。
お気軽にご鑑賞ください。（入場無料）

11月27日(火)～12月2日(日)
Ｓｅrａの会展
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■
体
験
メ
ニ
ュ
ー
・
日
時

▽
手
打
ち
そ
ば
作
り　

12
月
４
日
（
火
）、

１
月
８
日
（
火
）

▽
五
平
餅
作
り　

12
月
11
日
（
火
）、
１
月

15
日
（
火
）

▽
こ
ん
に
ゃ
く
作
り　

12
月
18
日
（
火
）、

１
月
22
日
（
火
）

▽
み
そ
作
り　

１
月
29
日
（
火
）

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時
ご
ろ

※
作
っ
た
食
品
は
そ
の
場
で
試
食
し
ま
す
。

■
場
所　

道
の
駅
平
成
・
味
の
水
車
小
屋

■
参
加
費　

▽
そ
ば
＝
１
５
０
０
円　

▽
五

平
餅
、
こ
ん
に
ゃ
く
＝
１
０
０
０
円　

▽

み
そ
＝
２
０
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

■
申
込
・
照
会
先　

味
の
水
車
小
屋
で
申
込

用
紙
へ
記
入
ま
た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
平
成
村

（
☎
49
―
３
７
９
７
）
へ
電
話

岐
阜
県
博
物
館
の
お
知
ら
せ

【
里
山
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
】

　

学
芸
員
と
百
年
公
園
を
散
策
し
て
、
植
物

や
動
物
を
観
察
し
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
シ

ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
エ
ナ
ガ
、
ヤ
マ
ガ
ラ
な
ど
の

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
が
楽
し
め
ま
す
。

■
日
時　

12
月
19
日
（
水
）
午
前
10
時
～
正
午

■
参
加
費　

無
料

※
当
日
受
け
付
け
。
午
前
10
時
に
百
年
公
園

北
口
駐
車
場
集
合
。

■
照
会
先　

岐
阜
県
博
物
館
（
☎
28
―
３
１

１
１　

28
―
３
１
１
０
）

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
な
ら
な

い
よ
う
、
お
い
し
く
楽
し
く
健
康
的
な
食
生

活
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

■
日
時　

12
月
11
日
（
火
）
午
前
10
時
～
午

後
１
時

■
テ
ー
マ　

献
立
を
５
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

に
お
さ
め
る
コ
ツ
（
講
義
と
調
理
実
習
）

■
対
象　

市
内
在
住
の
64
歳
以
下
の
方

■
定
員　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

３
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ
ン
ダ

ナ
な
ど
）、
筆
記
用
具

■
場
所
・
申
込
先　

12
月
７
日
（
金
）
ま
で

に
関
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
―
０
１

１
１　

23
―
６
７
５
７
）

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒

■
照
会
先　

自
衛
隊
美
濃
加
茂
地
域
事
務
所

（
☎
０
５
７
４
―
25
―
７
４
９
５
）

食
品
加
工
体
験
教
室

ヘ
ル
シ
ー
栄
養
教
室

陸
上
自
衛
隊

一般採用試験

平成 25 年 1 月 7 日 ( 月）

1 次試験：平成 25 年 1 月 19 日（土）

航空自衛隊岐阜基地（各務原市）

国語、社会、理科、数学、英語
作文（500 字程度）

平成 25 年 2 月 2 日 ( 土 ) ～ 5 日 ( 火 )
の間の指定する 1 日

 1 次 ：平成 25 年 1 月 28 日 ( 月）
最終：平成 25 年 2 月 22 日 ( 金）

推薦採用試験

12 月 7 日 ( 金 )

平成 25 年 1 月 12 日（土）～ 14 日 ( 月）
の間の指定する 1 日

陸上自衛隊高等工科学校（横須賀市）

口述試験、筆記試験（作文含む）
身体検査

平成 25 年 1 月 18 日 ( 金 )

受付期限

試験期日

試験場所

試験種目

2 次試験期日

合格発表

平成 25 年 4 月 1 日現在で 15 歳以上 17 歳未満の男子で中学校卒業者
( 平成 25 年 3 月卒業見込みの者を含む )

【応募資格】

広報せき 2012.11.15
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選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

12
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
満
20
歳
以

上
の
人
で
、
関
市
に
住
民
登
録
を
し
て
か
ら

３
カ
月
以
上
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
方

を
、
12
月
２
日
に
新
た
に
選
挙
人
名
簿
に
登

録
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
登
録
さ
れ
る
方

の
名
簿
の
縦
覧
を
、次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
期
間　

12
月
３
日
（
月
）
～
７
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
場
所　

市
役
所
５
階
・
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
総
務
管
財
課
内
）

■
照
会
先　

選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
23
―
６

８
０
３　

23
―
１
６
０
０
）

平
成
25
年
度
の

社
会
体
育
施
設
利
用
申
し
込
み

　

平
成
25
年
４
月
１
日
～
平
成
26
年
３
月
31

日
に
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
で
次
の
施
設
の
利

用
を
希
望
す
る
団
体
は
、
12
月
21
日
（
金
）

ま
で
に
、各
申
込
先
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
施
設
と
申
込
先

▽
関
市
総
合
体
育
館
（
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
、

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
、
武
道
場
、
会
議
室
）

　

＝
関
わ
か
く
さ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
総
合

　

体
育
館
内
☎
23
―
８
８
２
２
）

▽
中
池
公
園
（
市
民
球
場
、
陸
上
競
技
場
、

多
目
的
広
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
市
民

プ
ー
ル
、
中
池
体
育
館
、
グ
リ
ー
ン
・

フ
ィ
ー
ル
ド
中
池
）、
鮎
の
瀬
、
十
六
所
、

稲
口
、
松
原
、
下
有
知
、
肥
田
瀬
、
肥

田
瀬
第
２
、
片
倉
、
本
郷
、
テ
ク
ノ
ハ

イ
ラ
ン
ド
の
各
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

※
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
改
修
工
事
の
た
め
、

　

平
成
25
年
８
月
（
予
定
）
か
ら
Ｅ
・

　

Ｆ
コ
ー
ト
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

＝
中
池
公
園
事
務
所（
☎
24
―
０
２
１
４
）

※
洞
戸
、
板
取
、
武
芸
川
、
武
儀
、
上
之
保

地
域
の
体
育
施
設
の
予
約
は
、
各
地
域

事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

岐
阜
地
方
法
務
局

関
出
張
所
が
廃
止
さ
れ
ま
す

　

岐
阜
地
方
法
務
局
関
出
張
所
は
、
12
月
21

日
（
金
）
に
廃
止
し
、
同
月
25
日
（
火
）
に

美
濃
加
茂
支
局
へ
統
合
さ
れ
ま
す
。

■
統
合
先　

岐
阜
地
方
法
務
局
美
濃
加
茂
支

局
（
〒
５
０
５
―
０
０
２
７　

美
濃
加

茂
市
本
郷
町
７
丁
目
４
番
16
号　

☎
０

５
７
４
―
25
―
２
４
０
０
）

■
照
会
先　

岐
阜
地
方
法
務
局
総
務
課
（
☎

０
５
８
―
２
４
５
―
３
１
８
１
）

犯
罪
被
害
者
に
支
援
の
手
を

　

11
月
25
日
（
日
）
～
12
月
１
日
（
土
）
は
、

犯
罪
被
害
者
週
間
で
す
。

　

こ
の
週
間
は
、
犯
罪
被
害
者
な
ど
が
置
か

れ
て
い
る
状
況
や
名
誉
ま
た
は
穏
や
か
な
生

活
へ
の
配
慮
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
国
民
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

犯
罪
は
何
の
前
触
れ
も
な
く
、
あ
る
日
突

然
襲
っ
て
き
ま
す
。
被
害
者
に
と
っ
て
「
自

分
の
気
持
ち
を
分
か
っ
て
く
れ
る
人
が
近
く

に
い
る
」
こ
と
が
大
き
な
支
え
と
な
り
「
身

近
な
人
の
優
し
さ
や
温
か
い
心
配
り
」
が
心

の
支
え
と
な
り
ま
す
。

　

被
害
者
の
声
に
耳
を
傾
け
「
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
」
や
「
命
の
大
切
さ
」
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

■
照
会
先　

関
警
察
署
警
務
課
（
☎
24
―
０

１
１
０
）

若林ひさよさん

　10月で100歳の誕生日を迎えられた若林ひさよさ
ん（倉知）に、尾関市長からお祝い金が贈呈されま
した。若林さんは、好き嫌いなく何でも食べ、手を
使って作業し、家の外や中でも休まず働くことが長
寿の秘訣とのこと。家族や親戚の方に囲まれて、明
るい笑顔を見せていました。いつまでもお元気で。　　　　　　　
　　　　　 　　　　　　　　　照会先　高齢福祉課　☎23―7730

広報せき 2012.11.15
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中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、
そ
れ

が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作
業
に
従
事

し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ
く
各
種

の
労
災
保
険
給
付
や
石
綿
救
済
法
に
基
づ
く

特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
っ
て
か

ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発
症
す
る
こ
と

が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
た

場
合
に
は
、
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

岐
阜
労
働
局
労
災
補
償
課
（
☎

０
５
８
―
２
４
５
―
８
１
０
５
）、
関
労

働
基
準
監
督
署
（
☎
22
―
３
２
５
１
）

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償
救
済

品目 単位 価格 先月比

キャベツ １玉 110 円 10 円

大根 １本 174 円 39 円

牛肉（ロース） スライス 100 ㌘ 790 円 96 円

牛乳 紙パック１㍑ 184 円 9円

食パン スライス１斤 142 円 1円

食用油 キャノーラ油 1000 ㌘ 337 円 21 円

ＬＰＧ ５立方㍍ 4,300 円 △ 38 円

関市消費生活モニター調査（調査基準日:10 月 5 日）（価格は消費税込み）△印＝マイナス

10 月の平均小売価格

関市の人口（11 月1日現在）

 92,924 人 （＋ 29 人）

男 45,347 人　（＋ 35 人）

女 47,577 人    （－ 6 人）

世帯数 34,077 世帯（＋ 49 世帯）

※（　）は前月比

納付期限：11 月 30 日 ( 金 )

月11
国民健康保険税

保育料・住宅使用料
介護保険料

後期高齢者医療保険料

税・料の納付

ケーブルテレビ・チャンネル長良川

明
あ す

日を創
つ く

る関のまち 11月号
放送時間

放送内容

岐阜エフエム  80.0MHz

シティ インフォメーション

ぎふチャン  岐阜ラジオ1431kHz

関市の時間

毎週金曜日
午前9時～

毎月第1・3
水曜日

午前9時40分～

11/23：第7回上之保ゆず祭り
11/30：SEKIいきいきフェスタ2012

11/21：第7回上之保ゆず祭り
あの感動をもう一度～ぎふ清流国体・大会～

関市で開催された6競技の模様をダイジェ
ストで振り返ります。

月  ・ 金 曜 日
火 曜 日
水 曜 日
木 曜 日
土 曜 日
日 曜 日

：
：
：
：
：
：

午前10時30分～10時45分
午前6時～6時15分
午後8時15分～8時30分
午後3時30分～3時45分
午後7時45分～8時
午前9時30分～9時45分

広報せき 2012.11.15

催事
案内

武
儀
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

マ
ン
ド
リ
ン
＆
ギ
タ
ー
の
し
ら
べ

　
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
て
18
年
。
世
界
の
名

曲
な
ど
親
し
み
や
す
い
曲
を
選
ん
で
演
奏

し
、
マ
ン
ド
リ
ン
合
奏
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
企
画
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時　

12
月
２
日
（
日
）
午
後
２
時

開
演
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

◆
場
所　

武
儀
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

◆
入
場
料　

無
料

◆
照
会
先　

武
儀
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ

ン
ク
ラ
ブ
代
表
・
國
光
富
美
子
（
☎

49
―
２
０
４
８
）

　
「
市
民
掲
示
板
」
は
、
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
へ
お
知
ら
せ
す
る
催
事
案
内
や
、

募
集
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。
営
業
・

政
治
・
宗
教
活
動
に
つ
い
て
は
掲
載
で

き
ま
せ
ん
。
掲
載
団
体
や
掲
載
内
容
に

つ
い
て
は
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
・
照
会
先　

秘
書
広
報
課
（
☎

　23
―
６
８
０
６
）
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心の健康相談
献血にご協力を

12 月 2 日（日）

12 月 7 日（金）

12月26日（水）

― 献血すませ笑顔で挨拶　またするね。―

◆ SEKI いきいきフェスタ会場内（若草通）
　9:30 ～ 16:00

◆フェザー安全剃刀㈱（平和通）
　9:30 ～ 13:30
◆フェザー安全剃刀㈱研究所（元重町）
　14:30 ～ 16:00

◆中濃厚生病院（若草通）
　9:30 ～ 16:30

成人健康相談

●日時・場所　12 月 11 日（火）午後 1 時 30 分～ 3 時
＝関市保健センター

● 相談員　専門医師、保健師
●予約先 　関市保健センター（☎ 24-0111 23-6757）、
　　　　   関保健所健康増進課（☎ 33-4011）

●日 時 　12 月 19 日（水）午前 9 時～ 10 時 30 分
●内容　血圧測定、尿検査、身長・体重・体脂肪測定、

保健師・栄養士による相談（栄養士の食生活
相談は予約が必要）

●場所・照会先　関市保健センター ※ 3 日以内に注射、服薬､ 抜歯、歯石除去などされた方は採血
できません。ご注意ください。

健
康
情
報

関市保健センター
☎ 24-0111

照会先

武芸川保健センター
☎ 46-2899

洞戸保健センター
板取保健センター
☎（0581）58-2204

武儀保健センター
上之保保健センター

☎ 40-0020

H
e

a
lt

h
 
In

f
o

r
m

a
t

io
n

▼「母子健康手帳」を必ずお持ちください。　▼乳幼児健診の日程は対象の方へ個別に案内しています。

うつ病、アルコール依存症、引きこもりなどでお悩みの方
ご相談ください。

※予約が必要です。定員に達している場合は、ご了承ください。
※乳がん・子宮がん検診は託児があります。ご希望の方は、予約時にお申し込みください。ただし、お子さんをお預かりす

るのは検査中のみで、待ち時間は含みません。
▼注意事項　受診時は、受診券（白色のはがき）と健康手帳（緑色のファイル）をご持参ください。受診券については、未使用で、

有効期限内であることをご確認ください。健康手帳は、初めて受診された方に関市指定医療機関または各保健センターで
お渡しします。（住民票の住所と郵便局への届出の住所が異なるなどの理由で、受診券が配送されない場合があります。受
診券が届かない場合は、保健センターへご連絡ください。）

12 月の関市検診

12 月の妊婦教室・乳幼児相談

種  別 場所（対象地域） 日 受付時間 内容など
プレママ♡　

クッキング教室
関市保健センター

（全地域）
12 日

（水） 9:30  ～ 13:00 妊婦さんの食事と栄養
（栄養の話、調理実習）

すこやか相談
関市保健センター

（全地域）

13 日
（木） 13:00 ～ 医師による発育・発達相談（予約が必要）

子どもの心の
相談

19 日
( 水 )   9:00  ～ 心理相談員によることばやこころの相談

（前日までに予約が必要）

乳幼児健康相談

洞戸保健センター
（洞戸）

11 日
（火）  9:30  ～ 11:00 

身体計測
保健師、栄養士による育児相談

（予約不要）

洞戸保健センター
（板取）

14 日
（金）  9:30  ～ 11:00 

関市保健センター
（関）

17 日
（月） 9:00  ～ 10:00

武芸川保健セン
ター（武芸川）

18 日
（火） 13:00 ～ 15:00

種  別 予約先 検診場所 日時

特定健診
胃・大腸・肺がん 関市保健センター 9 日（日）

8:00 ～ 10:00

種  別 予約先 検診場所 日時

乳・子宮がん 関市保健センター 3 日（月）
13:00 ～ 15:00

日 病院・医院（診療時間 / 午前 9 時～午後 4 時） 歯科医（診療時間 / 午前 9 時～午後 3 時）

2 き く い け 整 形 外 科（ 下 有 知 ☎ 21-0400）えんどうインプラント矯正歯科クリニック （ 西 本 郷 通 2丁 目 ☎ 24-6900）

9 今 峰 ク リ ニ ッ ク（ 稲　 口 ☎ 21-0501）太 田 歯 科 医 院（ 小　 瀬 ☎ 24-7011）

16 き っ ず ク リ ニ ッ ク（ 山　 田 ☎ 28-6888）大 山 歯 科 医 院（ 肥 田 瀬 ☎ 23-9201）

23 お ぜ 診 療 所（ 小　 瀬 ☎ 25-0333）稲 口 歯 科 医 院（ 清 水 町 ☎ 24-5722）

24 真 鍋 内 科（ 寿 町 1 丁 目 ☎ 24-0115）く ら ち 歯 科（ 倉　 知 ☎ 24-9977）

29 石 木 ク リ ニ ッ ク （西本郷通6丁目☎ 21-2233） 各 務 歯 科（ 栄 町 4 丁 目 ☎ 24-5115）

30 林 医 院 （ 平和通6丁目☎ 22-5531） ま る み 歯 科（ 西 田 原 ☎ 25-0233）

31 こ が ね だ 診 療 所（ 上 白 金 ☎ 28-6366）か と う 歯 科（ 富 之 保 ☎ 49-3009）

12
月
の
休
日
診
療
当
番

※夜間など救急の場合（歯科を除く）＝救急医療情報センター（☎23-3799）
　岐阜県広域災害救急医療情報システム　（インターネット）http://www.qq.pref.gifu.lg.jp/ （ｉモード）http://www.qq.pref.gifu.lg.jp/i/ 

広報せき 2012.11.15
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　関市と関警察署は10月22日、同署が地震などの大

規模災害によって被害を受けた場合、関市地域防災計

画に基づく活動に支障のない範囲内で、わかくさ・プ

ラザの総合体育館・サブアリーナなどを署の執務室

として使用する協定を締結しました。東日本大震災

で、現地の災害救助の拠点が機能しなくなった現状を

踏まえ、本協定締結の運びとなりました。市民の生命

や財産を守るために市と警察が連携し、万が一の際に

も迅速な対応ができるようになりました。

　国体の開催で市民の関心も高まった中、ラグビー

フットボールフェスティバルが10月20～21日、中池

多目的広場で開催され、選手らが闘志あふれるプレー

を展開しました。地元関商工高校、関市中学生選抜が東

海四県から集まった高校生や中学生と対戦。速いパス

回しや積極果敢なタックルなど、トライを目指して白

熱した試合が繰り広げられました。試合後は、互いの健

闘をたたえ合い、交流を深めました。

　10月下旬、関市老人クラブ連合会が主催して、市内

の保育園・幼稚園児約1,200人が「ふるさと農園美の

関」の畑で、ふれあいイモ掘り体験をしました。同会が

無農薬でサツマイモを育て、毎年この時期に収穫体験

を実施しています。園児らは、悪戦苦闘しながら畝
うね

を

掘り起こすと次々とサツマイモが顔を出し、あちこち

で歓声が上がりました。大きく育ったサツマイモを一

斉に掘り出し、楽しい時間を過ごしました。

10月16日～31日にあった
市内の話題を中心に

ご紹介します。

関警察署被災時 市施設使用

ラグビー 闘志に燃える熱戦サツマイモいっぱいとれた
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　関市文化会館で10月21日、健康福祉フェスティバ

ルが開かれ、大勢の来場者でにぎわいました。社会福祉

協議会の各支部による果物販売、うどんや団子といっ

た飲食コーナー、各種ボランティア団体によるバザー

や作品展示、健康相談などがあり、市民の健康増進と福

祉の向上を呼びかけました。園児の和太鼓やダンスな

どにぎやかな雰囲気の中、参加者は健康と福祉への理

解を深めていました。

　10月30日、サッカー・ＦＣ岐阜のコーチングスタッ

フによるスポーツ教室が富野小学校で開かれ、全校児

童がプロの指導を受けながらサッカーを楽しみまし

た。鬼ごっこやジグザグドリブルの練習、ミニゲームな

ど各学年に合わせた授業が行われました。児童らはプ

ロのコーチとふれあいながら、大きく蹴られたボール

に果敢にヘディングを試みたり、ヒールキックでパス

を出したりするなど、サッカーの技術を学びました。

　岐阜県百年公園で10月20～21日、秋恒例の「オー

タムフェスティバル」が開催されました。中学生がたて

る抹茶を味わう名物の野点コーナー、園児たちの和太

鼓演奏など、多彩な催しで来場者をおもてなししまし

た。また、東日本大震災の復興支援も兼ねて、東北物産

展やご当地マスコットが登場して観光に関するクイズ

大会なども行われ、多くの家族連れがイベントを満喫

していました。

　鵜飼で知られる関連自治体「全国鵜飼サミット」に

参加する関市、日立市、笛吹市、岩国市、岐阜市、犬山市

の6市が、関市の呼びかけで災害時相互応援協定を締

結。10月26日、山口県岩国市で締結式が行われました。

災害時における広域的な相互支援体制が構築された大

変有意義な協定で、今後サミットの場で事例発表など

を行い、危機管理について情報共有するなどして、大規

模災害に対し備えを万全にしていきます。

　10月28日（日）に市内全域で「関市総合防災訓練」を開催しました。今年は瀬尻小学校を主会場に、4年ぶりに

昼間の訓練となりました。今回は、南海トラフ巨大地震が発生して、市役所で震度6弱の揺れを観測、家屋の倒壊

や土砂崩れ、道路の寸断、電気・ガス・水道などのライフラインが遮断された想定で実施しました。

　この総合防災訓練には避難訓練をはじめ、主会場での体験訓練も毎回場所が変わるので、多くの市民の方が一

度は参加されたことがあるかと思います。当日はあいにくの雨でしたが、多くの皆さんが関心を持って、さまざまな訓練を体験

され、消火訓練や救出救護訓練など、皆さん真剣な顔で、いざという時のために備えてしっかりと学んでいらっしゃいました。

　私も取材中、体育館で行われた避難所設営訓練で、テントを設置するスピードがめちゃくちゃ速いことに驚き、応急手当訓練

で負傷者役の方たちの超リアルな傷（特殊メイク！）に、手当の様子を見ていた子どもたちも、私もこんな(・。・)表情でした！

　災害はいつ発生するのかわかりません。皆さんも地域で、家族で、職場で、この機会に防災について話し合ってみませんか。

話

健康 ・ 福祉に関心を夢はサッカー選手！

家族で秋と東北を満喫鵜飼を縁に災害協定
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日 関　地　区 武芸川地区

1 中 島 水 道 工 業 （ 市 平 賀 ☎ 2 2 - 5 3 4 4 ）セ イ シ ョ ウ（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

2 上 田 水 道 工 業 所 （ 貸 上 町 ☎ 2 2 - 5 6 3 2 ）伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

8 中 濃 ホ ー ム （ 小 瀬 ☎ 2 2 - 6 2 0 3 ) 井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

9 沼 田 水 道 設 備 （ 倉 知 ☎ 2 2 - 4 8 0 1 ）井 上 管 工（ 武 芸 川 町 平 ☎ 4 6 - 3 1 6 3 ）

15 三 和 住 宅 設 備 （ 倉 知 ☎ 2 4 - 0 8 8 5 ）武 藤 管 工（ 武 芸 川 町 跡 部 ☎ 4 6 - 2 1 3 5 ）

16 兼 松 工 業 （ 本 郷 町 ☎ 2 2 - 7 0 6 5 ）セ イ シ ョ ウ （ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

22 マ エ ノ 設 備 （ 池 尻 ☎ 2 2 - 8 2 3 0 ）伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

23 杉 本 管 工 （ 東 志 摩 ☎ 2 2 - 8 2 6 7 ）井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

24 小 沢 設 備 工 業 （ 上 白 金 ☎ 2 8 - 2 0 8 0 ）井 上 管 工（ 武 芸 川 町 平 ☎ 4 6 - 3 1 6 3 ）

28 兼 松 管 工 （ 小 野 ☎ 2 9 - 0 0 9 0 ）武 藤 管 工 （ 武 芸 川 町 跡 部 ☎ 4 6 - 2 1 3 5 ）

29 オ ザ キ （ 小 瀬 ☎ 2 3 - 1 3 7 2 ）セ イ シ ョ ウ（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

30 波 多 野 設 備 （ 東 町 1 丁 目 ☎ 2 2 - 6 7 6 5 ）伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

31 丸 長 設 備 工 業 （ 上 白 金 ☎ 2 8 - 3 2 4 3 ）井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

日 武儀・上之保地区 洞戸・板取地区

1 漆 畑 商 店（ 富 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 2 5 ）ニ ッ シ ン（ 板 取 ☎ 0581-57-2725）

2 加 納 水 道（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 3 2 0 8 ）松 波 水 道 ポ ン プ 工 業 所（ 岐 阜 市 ☎ 058-232-3171）

8 加 藤 設 備 工 業（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 5 1 9 ）協 栄 設 備 工 業（ 岐 阜 市 ☎ 058-271-2579）

9 石 原 設 備（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 0 5 1 ）吉 田 住 設（ 山 県 市 ☎ 0581-52-2038）

15 三 和 水 道（ 下 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 9 2 ）後 藤 水 道（ 美 濃 市 ☎ 0575-34-0586）

16 マ ス ヤ 設 備 工 業 （ 中 之 保 ☎ 4 9 - 3 0 2 6 ）山 中 工 務 店 （ 美 濃 市 ☎ 0575-33-1510）

22 西 部 設 備（ 中 之 保 ☎ 090-2187-6787）水 専（ 岐 阜 市 ☎ 058-229-3725）

23 漆 畑 商 店（ 富 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 2 5 ）美 濃 設 備（ 美 濃 市 ☎ 0575-33-0537）

24 加 納 水 道（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 3 2 0 8 ）ナ ガ ヤ 設 備（ 板 取 ☎ 0581-57-2727）

28 加 藤 設 備 工 業 （ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 5 1 9 ）吉 田 水 道 （ 山 県 市 ☎ 0581-36-3847）

29 石 原 設 備（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 0 5 1 ）ハ ヤ シ 設 備（ 洞 戸 ☎ 0581-58-8228）

30 三 和 水 道（ 下 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 9 2 ）ニ ッ シ ン（ 板 取 ☎ 0581-57-2725）

31 マ ス ヤ 設 備 工 業（ 中 之 保 ☎ 4 9 - 3 0 2 6 ）松 波 水 道 ポ ン プ 工 業 所（ 岐 阜 市 ☎ 058-232-3171）

12月の水道当番

12月の
無料

相談室

●教育相談（関市ふれあい教室☎23-7773、まなびセンター☎23-7760）
　月～金曜日　午前9時～午後4時　関市ふれあい教室（栄町3）
　火～日曜日　午前9時～午後5時　まなびセンター（学習情報館3階）
●結婚相談（☎23-7776）
　 ▼ 7日（金）・21日（金）午後1時～3時30分
　　  15日（土）・23日（日・祝）午前9時～11時
　　学習情報館2階　2-1研修室
　 ▼ 7日（金）午後1時～3時30分
　　  23日（日・祝）午前9時～11時
　　洞戸生涯学習センターおよび武儀生涯学習センター
●高齢者相談（中央☎25-2988、東☎49-2122、西☎0581-58-2711）
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　中央・東・西の各地域包括支援センター

●内職就業相談（☎24-6767）
　毎週木曜日　午前10時～午後3時　アピセ・関（平和通7）
●就職相談（キャリアカウンセリング）（☎058-278-1149）
　12日（水）午前9時～午後4時　市役所1階アトリウム　相談コーナー
●多重債務相談（☎23-6752）3日（月）～12日（水）（土・日を除く）に電話予約
　14日（金）午後1時～4時　総合福祉会館1階　1-1相談室
●消費生活相談（☎23-6752）
　月・火・木・金曜日（祝日を除く）午前9時～午後4時　商工課
●特許相談（☎22-2266）
　14日（金）午前10時～午後3時　関商工会議所（予約が必要）
●法律相談（☎22-2266）
　17日（月）午前10時～午後3時　関商工会議所（予約が必要）

●法律相談（弁護士）（☎23-6706）前日に電話予約（午前8時30分～市民課・先着8人）

　 ▼ 6日（木）・13日（木）・20日（木）午後1時30分～3時30分　総合福祉会館1階　1-1相談室
●行政相談（☎23-6706）

　 ▼ 6日（木）午後1時～3時　総合福祉会館1階　研修室

　 ▼ 6日（木）午後1時30分～3時30分　洞戸事務所2階　小会議室

　 ▼  12日（水）午後3時～5時　武儀老人福祉センター2階　会議室

　 ▼  13日（木）午後1時～3時　板取事務所2階　研修室

　 ▼  19日（水）午後1時～4時　上之保老人福祉センター　会議室
●裁判所出張相談（☎23-6706） ▼  21日（金）午前9時30分～午後4時　総合福祉会館1階　1-1相談室
●不動産に関する相談（☎23-6706） ▼  11日（木）午後1時～4時　総合福祉会館1階　1-1相談室
●年金相談（☎23-6724）毎週火曜日　午前10時～午後3時　国保年金課（予約が必要）

●ＤＶ電話相談（☎25-1489）
　毎週木曜日　午後0時30分～4時　手をつなぐ女たちの会
●福祉総合相談（☎22-0372）
　各日とも午後1時30分～3時30分
　洞戸　14日（金）  武芸川　18日（火）
　板取　 6日（木）  上之保　25日（火）
　武儀　21日（金）
　関 　毎週土・日曜日　総合福祉会館1階　1-1相談室
●人権（悩みごと）相談（☎23-9349）
　4日（火）午後1時～4時
　総合福祉会館1階　1-1相談室
●臨床心理士によるこころの健康相談（☎21-5566）
　10日（月）午後2時～、3時～、4時～（1日3人まで）
　かざぐるまサポートセンター（稲口）（予約が必要）
●心身障がい者（児）総合相談（☎23-9032）
　16日（日）午前10時～正午
　12日（水）・26日（水）午後1時～3時
　総合福祉会館1階　生活訓練室
●家庭児童相談（☎23-2296）
　月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～午後4時
　総合福祉会館1階　家庭児童相談室
●母子・女性相談（☎23-2296）
　月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～午後4時
　総合福祉会館1階　児童母子福祉センター
●まちの保健室（☎24-0111）
　23日（日・祝）午前11時～午後1時
　総合福祉会館1階　生活訓練室

｝各老人福祉センター
相談室




